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人
そ
れ
ぞ
れ
趣
味
は
あ
る
。
だ
が
、
自
分

の
趣
味
だ
か
ら
と
周
囲
に
配
慮
せ
ず
好
き
勝

手
し
て
も
良
い
理
由
は
ど
こ
に
も
な
い
▼
と
い

う
の
も
、
去
る
７
日
に
Ｊ
Ｒ
横
浜
駅
で
引
退

す
る
車
両
の
撮
影
会
が
行
わ
れ
た
際
、
撮
り

鉄
が
安
全
ル
ー
ル
を
守
ら
な
か
っ
た
た
め
だ

▼
注
意
を
促
す
ア
ナ
ウ
ン
ス
に
聞
く
耳
を
持

た
ず
、
電
車
の
ハ
イ
ビ
ー
ム
に
対
し
写
真
が
き

れ
い
に
撮
れ
な
い
か
ら
と
罵
声
が
飛
び
交
う

様
子
が
報
道
さ
れ
、
呆
れ
て
物
も
言
え
な
い
。

昨
年
は
線
路
内
に
立
ち
入
っ
た
撮
り
鉄
２
人

が
書
類
送
検
さ
れ
た
他
、
線
路
沿
い
の
私
有

地
へ
の
無
断
侵
入
や
田
ん
ぼ
を
踏
み
荒
ら
さ

れ
る
等
の
被
害
も
あ
る
と
い
う
▼
迷
惑
行
為

は
一
部
の
人
に
よ
る
も
の
だ
が
、
撮
り
鉄
の
場

合
は
そ
の
「
一
部
の
人
」
の
割
合
が
多
す
ぎ
る

の
だ
ろ
う
▼
鉄
道
会
社
に
よ
っ
て
は
撮
り
鉄

を
対
象
と
し
た
マ
ナ
ー
講
習
、
地
域
で
は
臨

時
駐
車
場
を
用
意
し
受
け
入
れ
る
姿
勢
を
示

し
て
い
る
様
子
。
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
い
る
良
識

的
な
人
の
為
に
も
、
一
律
に
排
除
せ
ず
ト
ラ
ブ

ル
を
防
ぎ
共
存
が
図
れ
れ
ば
幸
い
だ
。（
藤
）

丹
原
地
区
第
６
工
区
ほ
場
整
備
工

丹
原
地
区
第
６
工
区
ほ
場
整
備
工

1111
月月
2626
日
ま
で
参
加
受
付

日
ま
で
参
加
受
付

南部農林奈
良
県
南
部
農
林
振
興

事
務
所
は
、「
令
和
６
年

度
県
営
ほ
場
整
備
事
業
丹

原
地
区
第
６
工
区
工
事
第

Ｒ
６
Ｄ
１
工
43
号
」
に
総

合
評
価
落
札
方
式
一
般
競

争
入
札
を
適
用
し
て
11
月

近畿技術事務所

1111
月月
2222
日
ま
で
参
加
受
付

日
ま
で
参
加
受
付

無
人
化
施
工
活
用
推
進

無
人
化
施
工
活
用
推
進

近
畿
地
方
整
備
局
近
畿

技
術
事
務
所
は
、
簡
易
公

募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
よ

り
11
月
15
日
に
公
示
し
た

「
無
人
化
施
工
活
用
推
進

業
務
」
に
係
る
参
加
表
明

書
を
11
月
22
日
正
午
ま

で
、
技
術
提
案
書
を
12
月

20
日
正
午
ま
で
受
け
付
け

る
。
説
明
書
等
は
11
月
22

日
正
午
ま
で
交
付
す
る
。

業
務
は
、
土
砂
災
害
等

に
よ
り
被
災
し
た
現
場
の

応
急
復
旧
作
業
に
お
い
て

土
砂
崩
落
や
落
石
な
ど
二

次
災
害
が
懸
念
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
無
人
化
施
工
機

械
が
災
害
復
旧
に
大
き
く

寄
与
す
る
た
め
、
過
去
の

五
條
土
木 国道４２５号他無名橋１１他補修国道４２５号他無名橋１１他補修

１２月１１日に開札１２月１１日に開札

15
日
に
公
告
し
た
。
入
札

参
加
申
込
書
を
11
月
26
日

ま
で
、
入
札
書
・
入
札
金

額
の
内
訳
書
及
び
低
入
札

価
格
調
査
意
向
確
認
書
を

12
月
２
日
～
６
日
に
受
け

付
け
て
12
月
12
日
に
開
札

す
る
。

参
加
資
格
は
▽
土
木
工

事
業
の
特
定
建
設
業
許
可

▽
土
木
１
式
の
登
録
。
Ａ

等
級
（
Ａ
１
グ
ル
ー
プ
を

除
く
）
▽
建
設
業
法
に
基

づ
く
土
木
工
事
業
の
許
可

を
受
け
て
い
る
本
店
が
県

内
に
あ
り
、
県
建
設
工
事

等
競
争
入
札
参
加
資
格
を

有
す
る
こ
と
―
な
ど
。

工
事
場
所
は
五
條
市
丹

原
町
。
工
事
概
要
は
ほ
場

整
備
工
１
式（
整
地
工
３
・

０
㌶
、
用
水
路
工
５
０
０

㍍
、
排
水
路
工
６
０
０

㍍
）。
設
計
は
キ
タ
イ
設

計
が
担
当
。
工
期
７
年
10

月
31
日
。
設
計
金
額
６
７

７
７
万
９
８
０
０
円
込
。

実
績
・
知
見
等
の
対
策
事

例
や
新
た
な
技
術
の
調

査
、
利
活
用
を
と
り
ま
と

め
、
現
場
の
安
全
・
迅
速

な
災
害
復
旧
技
術
を
確
立

す
る
も
の
。

さ
ら
に
、
無
人
化
施
工

技
術
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
技
術

等
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

で
、
一
般
土
木
工
事
に
お

け
る
建
設
現
場
の
生
産
性

向
上
に
繋
げ
る
た
め
の
調

査
・
検
討
を
行
う
。

参
加
資
格
は
単
体
企

業
、
同
一
の
組
合
ま
た
は

同
一
の
設
計
共
同
体
の
い

ず
れ
か
で
、
近
畿
地
方
整

奈
良
県
五
條
土
木
事
務

所
は
、「
一
般
国
道
４
２
５

号
他
無
名
橋
11
他
補
修
工

事
（
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

事
業
（
国
道
橋
り
ょ
う
補

修
）
他
）
３
―
Ａ
―
７
―

３
他
号
」
に
総
合
評
価
落

札
方
式
一
般
競
争
入
札
を

適
用
し
て
11
月
14
日
に
公

告
し
た
。
入
札
参
加
申
込

書
を
11
月
25
日
ま
で
、
入

札
書
・
入
札
金
額
の
内
訳

書
及
び
低
入
札
価
格
調
査

意
向
確
認
書
を
11
月
29
日

～
12
月
５
日
に
受
け
付
け

て
12
月
11
日
に
開
札
す
る
。

参
加
資
格
は
▽
土
木
工

事
業
の
特
定
建
設
業
許
可

▽
土
木
１
式
の
登
録
。
Ａ

等
級
（
Ａ
１
グ
ル
ー
プ
を

除
く
）
▽
建
設
業
法
に
基

づ
く
土
木
工
事
業
の
許
可

を
受
け
て
い
る
本
店
が
県

内
に
あ
り
、
県
建
設
工
事

等
競
争
入
札
参
加
資
格
を

有
す
る
こ
と
―
な
ど
。

工
事
場
所
は
十
津
川
村

小
川
・
上
湯
川
、
野
迫
川

村
紫
園
。工
事
概
要
は︻
無

名
橋
11
・
無
名
橋
13
︼無
名

橋
11
工
事
延
長
12
㍍
（
伸

縮
装
置
設
置
工
11
㍍
）、

無
名
橋
13
工
事
延
長
９
㍍

（
断
面
修
復
工
０
・
66
立

方
㍍
）︻
無
名
橋
７
︼
工
事

延
長
24
㍍
、
断
面
修
復
工

０
・
28
立
方
㍍
︻
梅
垣
内

谷
橋
︼
工
事
延
長
13
㍍
、

断
面
修
復
工
０
・
65
立
方

㍍
。
設
計
は
日
本
工
営
都

市
空
間
、
八
千
代
エ
ン
ジ

ニ
ヤ
リ
ン
グ
、
東
光
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ツ
、
長
大
テ
ッ

ク
が
担
当
。
工
期
７
年
10

月
31
日
。
設
計
金
額
５
７

０
６
万
３
０
０
円
込
。

備
局
（
港
湾
空
港
関
係
を

除
く
）に
お
け
る
令
和
５
・

６
年
度
土
木
関
係
建
設
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
に
係

る
一
般
競
争（
指
名
競
争
）

参
加
資
格
の
認
定
を
受
け

て
い
る
こ
と
―
な
ど
。
申

込
先
及
び
交
付
場
所
は
総

務
事
務
セ
ン
タ
ー
大
阪
分

室
（
電
話
０
７
２
―
８
４

３
―
６
５
９
１
）。

主
な
業
務
内
容
は
①
無

人
化
施
工
技
術
に
関
す
る

調
査
１
式
②
土
砂
災
害
現

場
の
応
急
復
旧
技
術
に
関

す
る
調
査
１
式
③
自
動

化
・
省
力
化
技
術
に
関
す

る
検
討
１
式
④
無
人
化
施

工
技
術
の
普
及
を
支
援
す

る
た
め
の
人
材
育
成
に
関

す
る
検
討
１
式
⑤
報
告
書

作
成
１
式
委
託
期
間
７
年

７
月
31
日
。

災
害
復
旧
の
二
次
災
害
対
策
へ

災
害
復
旧
の
二
次
災
害
対
策
へ
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県

教

委

興
福
寺
旧
境
内
登
大
路
瓦
窯
跡
整
備

興
福
寺
旧
境
内
登
大
路
瓦
窯
跡
整
備

県文化財課奈
良
県
地
域
創
造
部
文

化
財
課
は
、「
興
福
寺
旧

境
内
登
大
路
瓦
窯
跡
」
に

つ
い
て
、
奈
良
時
代
の
大

寺
院
を
飾
っ
た
瓦
の
生
産

地
の
顕
在
化
に
よ
っ
て
当

時
の
姿
に
思
い
を
馳
せ
る

文
化
空
間
の
創
出
を
目
的

に
、
令
和
７
年
度
に
か
け

て
関
連
す
る
事
業
の
基
本

設
計
及
び
そ
の
た
め
に
必

要
な
水
位
測
定
及
び
デ
ー

タ
解
析
等
を
実
施
す
る
こ

と
と
し
た
。

一
般
競
争
入
札
「
登
大

路
瓦
窯
跡
に
お
け
る
水
位

測
定
及
び
デ
ー
タ
解
析
・

基
本
設
計
業
務
６
文
財
第

15
号
」
に
よ
り
、
落
札
し

た
応
用
地
質
（
東
京
都
千

代
田
区
神
田
美
土
代
町
）

に
委
託
し
、
業
務
を
進
め

て
い
る
。
業
務
場
所
は
奈

良
市
登
大
路
町
（
史
跡
興

福
寺
旧
境
内
登
大
路
瓦
窯

跡
）。
委
託
期
間
８
年
３

月
13
日
。

奈
良
時
代
以
来
の
瓦
窯

跡
と
し
て
の
史
跡
の
本
質

的
な
価
値
を
伝
え
る
た
め

の
整
備
方
針
は
①
奈
良
時

代
以
来
の
瓦
生
産
遺
跡
の

顕
在
化
②
残
存
す
る
奈
良

時
代
の
瓦
窯
跡
の
時
を
超

え
た
臨
場
感
あ
る
展
示
③

周
辺
施
設
と
調
和
し
た
空

間
の
形
成
―
な
ど
。

登
大
路
瓦
窯
跡
は
、
奈

良
市
登
大
路
町
の
興
福
寺

旧
境
内
に
含
ま
れ
、
現
在

県
立
美
術
館
北
側
の
県
有

地
内
に
所
在
。
発
掘
調
査

に
よ
り
計
12
基
の
窯
跡
が

検
出
さ
れ
、
操
業
開
始
時

期
は
奈
良
時
代
後
半
（
12

基
の
う
ち
３
基
）
と
考
え

ら
れ
、
概
ね
鎌
倉
時
代
初

７
年
度
に
か
け
基
本
設
計

７
年
度
に
か
け
基
本
設
計

奈
良
県
教
育
委
員
会

は
、
県
立
学
校
の
空
調
設

備
に
つ
い
て
現
在
の
設
置

状
況
と
今
後
の
取
組
み
を

公
表
し
た
。
普
通
教
室
は

高
校
・
特
別
支
援
学
校
と

も
に
設
置
完
了
、
令
和
６

特別教室３割未設置特別教室３割未設置
県 立 学 校 空 調 設 備 設 置 状 況県 立 学 校 空 調 設 備 設 置 状 況

県
福
利
課

設計業務は山吹設計で設計業務は山吹設計で
令和７年度以降に施工の見通し令和７年度以降に施工の見通し

旧奈良中山教職員住宅除却工事旧奈良中山教職員住宅除却工事

奈
良
県
教
育
委
員
会
事

務
局
福
利
課
は
、
一
般
競

争
入
札
「
旧
奈
良
中
山
教

職
員
住
宅
除
却
工
事
設
計

業
務
」
を
開
札
、
落
札
し

た
山
吹
設
計
に
業
務
を
委

託
し
た
。
委
託
期
間
７
年

３
月
24
日
。
施
工
は
令
和

７
年
度
以
降
の
見
通
し
。

業
務
場
所
は
奈
良
市
中

山
町
14
―
２
付
近
。
除
却

す
る
の
は
本
館
棟
Ｒ
Ｃ
造

３
階
建
延
べ
面
積
８
２

７
・
11
平
方
㍍
、
プ
ロ
パ

ン
庫
Ｃ
Ｂ
造
平
屋
建
延
べ

面
積
10
・
75
平
方
㍍
、
ポ

ン
プ
室
Ｃ
Ｂ
造
平
屋
建
延

べ
面
積
３
・
99
平
方
㍍
、

駐
輪
場
Ｓ
造
平
屋
建
延
べ

面
積
16
・
29
平
方
㍍
、
工

頭
ま
で
操
業
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ

た
。
文
献
史
料
に
見
ら
れ

ず
、
発
掘
調
査
に
よ
り
確

認
さ
れ
た
奈
良
時
代
の
窯

で
、
奈
良
時
代
後
半
以
降

の
興
福
寺
伽
藍
の
維
持
管

理
を
支
え
た
瓦
窯
で
あ
る

と
い
う
歴
史
的
意
義
を
鑑

み
て
、
日
本
古
代
の
窯
業

史
を
検
討
す
る
う
え
で
非

常
に
重
要
な
瓦
窯
跡
と
評

価
で
き
る
。

登
大
路
瓦
窯
跡
は
発
掘

調
査
後
、
現
地
に
埋
設
保

存
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の

史
跡
整
備
と
し
て
露
出
展

示
を
始
め
レ
プ
リ
カ
展
示
、

何
ら
か
の
地
表
面
表
示
な

ど
を
検
討
。
ま
た
、
隣
接

す
る
県
立
美
術
館
と
一
体

と
な
っ
た
整
備
も
検
討
を

行
っ
た
。
４
年
３
月
に
法

相
宗
大
本
山
興
福
寺
に
よ

り
策
定
さ
れ
た
「
史
跡
興

福
寺
旧
境
内
保
存
活
用
計

画
」
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ま

で
の
発
掘
調
査
・
史
料
調

査
等
の
成
果
と
保
存
活
用

計
画
策
定
者
の
興
福
寺
の

意
向
の
ほ
か
、
県
が
設
置

し
た
「
史
跡
登
大
路
瓦
窯

跡
整
備
検
討
委
員
会
」
に

お
け
る
議
論
等
を
反
映
さ

せ
て
登
大
路
瓦
窯
跡
整
備

基
本
計
画
を
策
定
し
た
。

空
間
文
化
開
発
機
構

（
大
阪
市
中
央
区
大
手
前

１
丁
目
）
に
委
託
し
て
昨

年
度
に
策
定
し
た
史
跡
興

福
寺
旧
境
内
登
大
路
瓦
窯

跡
整
備
基
本
計
画
（
案
）

に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
今
年
４
月
に
実

施
し
て
い
る
。
担
当
は
記

念
物
・
埋
蔵
文
化
財
係（
電

話
０
７
４
２
―
２
７
―
９

８
６
６
）。
基
本
計
画
に

お
け
る
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
で
は
、
６
年
度
に
環
境

調
査
、
７
年
度
に
か
け
て

基
本
設
計
、
８
年
度
に
実

施
設
計
を
行
っ
て
９
年
度

整
備
工
事
に
着
手
す
る
こ

と
を
予
定
し
て
い
る
。
今

回
の
業
務
の
内
容
は
次
の

通
り
。

▽
地
下
水
位
の
測
定
と

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
＝
水
位
観

測
箇
所
１
ヵ
所
）
掘
削
深

度
４
㍍
を
限
度
と
す
る
）。

３
季
に
渡
り
10
ヵ
月
以
上

水
位
測
定
を
行
い
、
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
を
実
施
し
て
報

告
書
と
し
て
ま
と
め
る
。

▽
遺
構
の
表
現
手
法
に

つ
い
て
の
検
討
＝
想
定
さ

れ
る
遺
構
等
の
表
現
方
法

等
は
窯
Ｅ
が
復
元
展
示
、

窯
Ｆ
が
遺
構
露
出
展
示
、

窯
Ｉ
が
平
面
表
示
。
水
位

調
査
の
結
果
、
想
定
保
存

方
法
が
遺
構
等
の
表
現
方

法
と
し
て
手
法
内
容
・
遺

構
の
保
存
・
理
解
度
・
維

持
管
理
・
経
済
性
等
の
点

か
ら
不
適
切
で
あ
る
場
合

は
、
そ
の
理
由
を
付
し
て

県
と
協
議
し
、
県
が
委
員

会
に
諮
る
の
を
支
援
す
る
。

▽
造
成
及
び
雨
水
排
水

に
お
け
る
基
本
設
計
＝
敷

地
の
造
成
に
当
た
っ
て
基

本
的
に
は
現
在
の
緩
や
か

に
北
西
方
向
に
傾
斜
す
る

地
形
（
３
％
程
度
）
に
合

わ
せ
て
造
成
レ
ベ
ル
を
設

定
す
る
。
整
備
レ
ベ
ル
は

隣
接
す
る
西
側
及
び
北
側

の
道
路
及
び
史
跡
と
接
す

る
美
術
館
再
整
備
予
定
地

の
南
側
・
西
側
の
土
地
に

摺
り
付
く
よ
う
整
備
す

る
。
ま
た
、
敷
地
周
縁
部

等
に
排
水
構
を
設
置
し
て

北
側
排
水
路
へ
接
続
す

る
。
雨
水
排
水
の
排
水
路

は
地
形
の
高
低
差
が
大
き

く
な
い
こ
と
か
ら
開
渠
を

基
本
と
す
る
。

▽
覆
屋
・
ベ
ン
チ
・
四

阿
の
基
本
設
計
＝
計
画
地

で
導
入
す
る
整
備
施
設

（
覆
屋
・
ベ
ン
チ
・
四
阿
）

は
周
辺
景
観
に
調
和
し
た

色
彩
や
素
材
と
す
る
。
特

に
計
画
地
は
史
跡
興
福
寺

旧
境
内
で
あ
る
こ
と
か
ら

旧
境
内
の
一
画
を
成
す
地

と
し
て
歴
史
的
景
観
の
形

成
に
も
配
慮
す
る
。覆
屋
・

四
阿
の
設
計
は
関
係
法
令

を
遵
守
し
て
で
き
る
だ
け

耐
久
性
の
高
い
材
料
の
仕

様
と
す
る
。
ベ
ン
チ
も
耐

久
性
の
高
い
材
料
に
よ
り

維
持
管
理
が
で
き
る
だ
け

容
易
と
な
る
よ
う
設
計
に

配
慮
す
る
。
ま
た
、
計
画

地
内
に
お
い
て
修
景
や
緑

陰
の
た
め
に
植
栽
を
行

う
。
当
該
地
は
第
５
種
風

致
地
区
の
指
定
地
で
20
％

以
上
の
緑
地
率
を
確
保
す

る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
と
し

て
な
る
べ
く
緑
地
を
確
保

す
る
よ
う
努
め
る
。

▽
史
跡
標
識
・
史
跡
説

明
板
に
関
す
る
基
本
設
計

＝
最
も
効
果
的
と
考
え
ら

れ
る
場
所
に
史
跡
標
識
及

び
史
跡
説
明
板
各
１
基
を

設
置
す
る

▽
修
景
及
び
植
栽
計
画

に
つ
い
て
＝
基
本
計
画

書
」
の
修
景
及
び
植
栽
に

関
す
る
計
画
に
記
載
さ
れ

て
い
る
内
容
を
尊
重
す

る
。
西
側
に
は
高
木
等
根

系
が
遺
構
面
に
達
す
る
恐

れ
が
あ
る
も
の
は
植
栽
せ

ず
に
地
被
類
等
と
す
る
。

▽
公
開
・
活
用
及
び
管

理
施
設
等
に
関
す
る
計
画

＝
整
備
施
設
（
覆
屋
、
ベ

ン
チ
及
び
四
阿
）
と
園
路

は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
対
応

し
た
仕
様
（
段
差
解
消
、

車
い
す
が
通
行
で
き
る
幅

の
確
保
な
ど
）
と
な
る
よ

う
配
慮
す
る
。

▽
美
術
館
等
と
の
連

携
・
協
働
に
よ
る
展
示
・

解
説
及
び
活
用
＝
整
備
施

設
（
遺
構
見
学
施
設
、
休

養
施
設
等
）
の
デ
ザ
イ
ン

や
配
置
及
び
緑
地
の
設
計

で
は
今
後
予
定
す
る
美
術

館
の
再
整
備
計
画
に
留
意

し
、
美
術
館
と
連
動
・
調

和
し
た
空
間
形
成
を
図
る

た
め
将
来
、
美
術
館
の
再

整
備
時
お
い
て
、
こ
の
史

跡
の
見
せ
方
等
が
組
み
込

ま
れ
る
可
能
性
も
あ
る
こ

と
を
前
提
に
行
う
。
史
跡

登
大
路
瓦
窯
跡
整
備
検
討

委
員
会
に
担
当
の
文
化
振

興
課
も
メ
ン
バ
ー
と
し
て

加
わ
っ
て
い
る
。

▽
概
算
事
業
経
費
の
算

出
と
事
業
実
施
計
画
の
策

定
＝
工
種
ま
た
は
工
期
ご

と
に
必
要
と
さ
れ
る
概
算

事
業
経
費
の
総
額
を
算
出

す
る
。
ま
た
、
算
出
し
た

概
算
事
業
経
費
に
基
づ
い

て
整
備
実
施
の
詳
細
な
工

程
計
画
を
策
定
す
る
。

▽
整
備
基
本
設
計
図
書

の
作
成
＝
基
本
設
計
図

（
平
面
図
・
断
面
図
・
立

面
図
等
）
及
び
工
事
に
要

す
る
概
算
事
業
経
費
と
工

程
計
画
表
及
び
設
計
の
概

要
を
ま
と
め
た
報
告
書
を

作
成
す
る
。

▽
実
施
設
計
に
向
け
た

検
討
＝
仕
様
書
（
案
）
の

作
成
及
び
与
条
件
の
整

理
、
業
務
説
明
書
や
そ
の

根
拠
と
な
る
協
議
資
料
等

を
作
成
す
る
。
（
吹
上
）

応
用
地
質
で
業
務
進
む

応
用
地
質
で
業
務
進
む

年
９
月
１
日
時
点
で
特
別

教
室
は
高
校
70
・
０
％
、

特
別
支
援
学
校
98
・
７
％
、

体
育
館
等
（
武
道
場
等
の

そ
の
他
体
育
施
設
を
含

む
）
は
高
校
７
・
１
％
、

特
別
支
援
学
校
66
・
７
％

（
体
育
館
へ
の
設
置
は
県

立
高
校
な
し
、
特
別
支
援

学
校
４
校
）。
県
立
高
校

の
特
別
教
室
は
約
３
割
が

未
設
置
、
県
立
高
校
の
体

育
館
等
は
全
国
平
均
を
下

回
っ
て
い
る
状
況
。

９
月
１
日
時
点
で
特
別

教
室
は
全
９
０
１
教
室
の

う
ち
６
３
１
教
室
で
設

置
、
９
年
度
末
ま
で
に
設

置
率
80
％
以
上
（
稼
働
率

が
１
コ
マ
／
日
以
上
の
全

教
室
に
設
置
）
を
目
標
と

す
る
。
体
育
館
へ
の
空
調

設
備
の
設
置
は
災
害
時
に

福
祉
避
難
所
と
な
る
た

め
、
特
別
支
援
学
校
を
優

先
し
た
設
置
を
進
め
、
現

在
の
９
年
度
末
設
置
完
了

の
計
画
を
前
倒
し
し
て
８

年
度
末
の
設
置
完
了
を
め

ざ
し
、
県
立
高
校
は
特
別

支
援
学
校
の
設
置
完
了
後

に
着
手
予
定
の
計
画
を
前

倒
し
し
て
６
年
度
か
ら
着

手
し
、
早
期
の
設
置
完
了

を
め
ざ
す
―
と
し
て
い
る
。

近
年
の
気
温
上
昇
に
よ

り
授
業
中
等
で
の
熱
中
症

リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
る

こ
と
、「
学
校
に
お
け
る

熱
中
症
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
を
策
定
し
、
Ｗ
Ｂ
Ｇ

Ｔ
（
暑
さ
指
数
）
や
熱
中

症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
等
を
活

用
し
な
が
ら
各
学
校
に
お

け
る
予
防
対
策
か
ら
、
各

教
室
や
体
育
館
へ
の
空
調

設
備
の
設
置
が
急
務
と
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
県
立

学
校
へ
の
空
調
設
備
設
置

を
進
め
て
い
る
。
問
い
合

わ
せ
先
は
学
校
支
援
課

（
電
話
０
７
４
２
―
２
７

―
８
９
７
９
）。

作
物
（
浄
化
槽
、
受
水

槽
、
遊
具
等
含
む
）、
周

囲
工
作
物
（
復
旧
検
討
含

む
）。除却

工
事
に
伴
う
近
隣

の
建
物
等
の
事
前
調
査
は

産
業
工
学
研
究
所
が
担
当

し
て
進
め
て
い
る
。
業
務

内
容
は
旧
奈
良
中
山
教
職

員
住
宅
除
却
工
事
の
施
工

に
伴
い
、
当
該
工
事
に
起

因
す
る
損
傷
等
の
発
生
を

確
認
す
る
た
め
施
工
前
に

近
隣
の
建
物
等
の
事
前
調

査
を
行
い
、
損
傷
の
有
無

及
び
そ
の
程
度
を
調
査
記

録
す
る
。
委
託
期
間
７
年

３
月
14
日
（
近
隣
の
建
物

等
の
事
前
調
査
12
月
27

日
）。

（
吹
上
）
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か
ら
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
員
登
録
で
。

ま
た
は
、電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、メ
ー
ル
で
。

■
購
読
の
お
申
込
み
は



奈 良 市

バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構
想
改
定（
案
）

バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構
想
改
定（
案
）

奈
良
の
魅
力
を
高
め
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
推
進
等

奈
良
の
魅
力
を
高
め
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
推
進
等

奈
良
市
は
「
奈
良
市
バ

リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構
想
改

定（
案
）」
へ
の
意
見
を
募

集
し
て
い
る
。
意
見
の
受

付
は
12
月
16
日
ま
で
で
、

電
子
メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

郵
便
・
持
参
で
受
け
付
け

る
。
意
見
を
提
出
で
き
る

個
人
及
び
団
体
は
、
市
内

に
住
所
を
有
す
る
人
や
事

務
所
ま
た
は
事
業
所
を
有

す
る
個
人
及
び
法
人
そ
の

他
の
団
体
―
な
ど
。
担
当

は
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
推

進
課
（
電
話
０
７
４
２
―

３
４
―
４
９
６
９
）。

同
市
で
は
、
平
成
26
年

度
に
「
奈
良
市
バ
リ
ア
フ

リ
ー
基
本
構
想
」
を
策
定

し
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
整
備

の
推
進
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
今
回
、
策
定
か
ら
約

10
年
が
経
過
す
る
計
画
の

見
直
し
に
加
え
、
新
た
に

近
鉄
新
大
宮
駅
周
辺
と
Ｊ

Ｒ
平
城
山
駅
周
辺
の
２
地

区
を
重
点
整
備
地
区
に
設

定
し
、
さ
ら
な
る
バ
リ
ア

フ
リ
ー
整
備
の
推
進
を
図

っ
て
い
く
た
め
に
計
画
案

を
作
成
し
た
た
め
、
意
見

を
募
集
す
る
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
向

け
た
基
本
理
念
は
「
だ
れ

も
が
い
き
い
き
く
ら
し
、

気
軽
に
出
か
け
ら
れ
る
古

都
奈
良
～
安
全
・
安
心
で

快
適
な
生
活
と
観
光
の
共

生
を
目
指
し
て
～
」。
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の

考
え
方
に
沿
っ
た
ま
ち
づ

く
り
や
奈
良
の
魅
力
を
高

め
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
推

進
等
を
取
組
方
針
と
し
て

い
る
。
市
全
域
版
及
び
新

た
に
重
点
整
備
地
区
を
設

定
し
た
２
地
区
の
目
標
年

香

芝

市

市内69ヵ所のため池等を調査市内69ヵ所のため池等を調査
ため池の安全対策の方針を決定ため池の安全対策の方針を決定

香
芝
市
は
去
る
14
日
、

市
内
69
ヵ
所
の
た
め
池
等

に
お
い
て
実
施
し
た
点
検

の
結
果
と
安
全
対
策
の
方

針
を
公
表
し
た
。
今
回
の

点
検
は
、
去
る
６
日
に
市

内
の
今
池
親
水
公
園
に
あ

る
た
め
池
で
中
学
生
が
溺

れ
る
事
故
が
発
生
し
た
こ

と
を
受
け
、
た
め
池
等
の

安
全
対
策
を
一
層
徹
底
す

る
た
め
に
実
施
し
た
も
の
。

点
検
の
対
象
と
な
っ
た

の
は
市
内
69
ヵ
所
の
た
め

池
等
で
、
調
査
は
11
月
７

日
～
８
日
に
行
わ
れ
た
。

点
検
内
容
は
▽
た
め
池
等

大
淀
町
は
「
大
淀
町
健

康
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
」
の

大

淀

町

再公告に向け調整再公告に向け調整
健康づくりＣ指定管理健康づくりＣ指定管理

年
次
は
令
和
13
年
度
。

同
基
本
構
想
で
は
、
重

点
整
備
地
区
及
び
生
活
関

連
施
設
、
生
活
関
連
経
路

を
定
め
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

を
推
進
す
る
。
市
内
の
全

駅
周
辺
を
年
次
的
に
重
点

整
備
地
区
と
し
て
設
定

し
、
さ
ら
な
る
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
を
推
進
す
る
こ
と

で
高
齢
者
や
障
害
者
、
妊

産
婦
、
子
育
て
世
代
、
外

国
人
も
含
め
た
あ
ら
ゆ
る

人
が
分
け
隔
て
な
く
社
会

参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る

環
境
づ
く
り
を
目
指
す
方

針
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の

更
な
る
促
進
に
向
け
た
主

な
取
組
は
次
の
通
り
。

▽
観
光
バ
リ
ア
フ
リ
ー

＝
市
内
の
一
部
の
エ
リ
ア

に
つ
い
て
は
、
奈
良
県
や

同
市
観
光
協
会
に
よ
っ
て

バ
リ
ア
フ
リ
ー
マ
ッ
プ
が

作
成
さ
れ
て
お
り
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
さ
れ

て
い
る
。
今
後
も
市
民
や

来
訪
者
が
、
よ
り
快
適
に

移
動
等
が
で
き
る
よ
う
に

未
作
成
の
エ
リ
ア
の
作
成

も
含
め
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

マ
ッ
プ
の
継
続
的
な
更
新

に
向
け
て
検
討
を
進
め

る
。▽

寺
院
・
神
社
に
お
け

る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
＝
重
要

な
観
光
資
源
と
な
っ
て
い

る
寺
院
・
神
社
は
、
宗
教

上
あ
る
い
は
文
化
財
と
し

て
の
規
制
か
ら
一
般
な
形

で
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が

難
し
い
場
合
も
あ
る
。
抜

本
的
な
改
築
が
困
難
な
建

築
物
に
つ
い
て
は
、
各
寺

院
・
神
社
が
検
討
中
ま
た

は
策
定
済
み
の
境
内
の
整

備
計
画
等
と
の
整
合
を
図

り
な
が
ら
バ
リ
ア
フ
リ
ー

課
題
へ
の
対
応
を
検
討
。

▽
子
育
て
世
代
へ
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
＝
子
ど
も
や

子
育
て
世
帯
が
安
全
で
安

心
し
て
生
活
で
き
る
よ

う
、
保
育
所
、
幼
稚
園
等

の
周
辺
の
キ
ッ
ズ
ゾ
ー
ン

や
公
園
施
設
等
の
環
境
整

備
を
推
進
し
て
い
く
。

1212
月月
1616
日
ま
で
意
見
受
付

日
ま
で
意
見
受
付

指
定
管
理
者
を
募
集
し
て

い
た
が
、
参
加
者
が
い
な

か
っ
た
為
中
止
し
た
。
今

後
は
、
再
公
告
に
向
け
調

整
・
検
討
す
る
方
針
。

同
施
設
は
大
字
北
の
89

―
１
に
位
置
し
、
Ｒ
Ｃ
造

一
部
Ｓ
造
２
階
建
延
べ
床

面
積
１
５
７
２
・
40
平
方

㍍
。
１
階
部
分
に
は
プ
ー

ル
（
25
㍍
×
５
コ
ー
ス
）

や
ジ
ャ
グ
ジ
ー
、採
暖
室
、

ス
タ
ッ
フ
ル
ー
ム
事
務
室

等
。
２
階
部
分
に
は
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
や
ス
タ

ジ
オ
、
健
康
相
談
コ
ー
ナ

ー
、
倉
庫
が
設
け
ら
れ
て

い
る
。
プ
ー
ル
は
、
蓄
熱

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
チ
ラ
ー
方

式
で
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ろ
過

式
、
駐
車
場
は
約
60
台
が

駐
車
可
能
。
主
な
業
務
内

容
は
次
の
通
り
。

▽
総
合
管
理
業
務
＝
①

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
②
利

用
者
デ
ー
タ
の
集
計
・
管

理
③
券
売
機
立
ち
上
げ
・

下
げ
④
売
上
金
の
収
納
・

管
理
⑤
窓
ロ
で
の
問
い
合

わ
せ
対
応
⑥
使
用
後
の
巡

回
点
検
の
内
容
⑦
緊
急
時

の
連
絡
⑧
利
用
者
か
ら
の

電
話
等
に
対
す
る
対
応
⑨

警
備
装
置
の
セ
ッ
ト
及
び

駐
車
場
の
施
錠
。

▽
従
事
者
の
服
務
等
の

管
理
。

▽
マ
ス
タ
ー
キ
ー
・
機

械
警
備
カ
ー
ド
の
管
理
。

▽
フ
ロ
ン
ト
事
務
管
理

業
務
＝
①
受
付
業
務
②
定

期
使
用
者
管
理
③
一
時
使

用
者
管
理
④
レ
ン
タ
ル
用

品
管
理
⑤
ロ
ッ
カ
ー
契
約

受
付
⑥
プ
ロ
シ
ョ
ッ
プ
の

管
理
。

▽
指
導
・
管
理
業
務
＝

①
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

受
付
②
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
③
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
体

験
指
導
④
運
動
処
方
・
指

導
⑤
健
康
度
形
態
測
定
⑥

体
力
測
定
⑦
プ
ー
ル
受

付
・
監
視
⑧
サ
ー
ビ
ス
プ

ロ
グ
ラ
ム
企
画
・
実
施
⑨

教
室
（
ス
ク
ー
ル
）
各
種

イ
ベ
ン
ト
企
画
・
実
施
⑩

町
民
の
健
康
寿
命
延
伸
に

寄
与
す
る
事
業
の
企
画
・

実
施
⑪
ア
ス
リ
ー
ト
に
よ

る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
（
指

定
管
理
期
間
中
に
年
１
回

以
上
開
催
）
⑫
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
機
器
の
整
備
と
掃
除

⑬
プ
ー
ル
水
質
管
理
・
周

辺
環
境
管
理
⑭
プ
ー
ル
フ

ロ
ア
ー
の
掃
除
。

▽
施
設
管
理
保
守
・
委

託
業
務
＝
①
プ
ー
ル
設
備

総
合
管
理
業
務
②
自
動
扉

開
閉
装
置
保
守
業
務
③
消

防
設
備
保
守
点
検
業
務
④

総
合
建
物
管
理
業
務
⑤
自

家
用
電
気
工
作
物
施
設
保

守
管
理
業
務
⑥
デ
マ
ン
ド

監
視
業
務
⑦
施
設
警
備
業

務
⑧
日
常
清
掃
業
務
（
館

内
及
び
周
辺
清
掃
）
⑨
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
器
具
定
期
点

検
業
務
。

の
侵
入
を
防
止
す
る
防
護

柵
等
が
設
置
さ
れ
て
い
る

こ
と
（
①
高
さ
１
・
１
㍍

以
上
ま
た
は
完
全
に
侵
入

を
防
止
す
べ
き
箇
所
は
必

要
な
高
さ
で
あ
る
こ
と
②

防
護
柵
等
に
11
㌢
を
超
え

る
隙
間
が
な
い
こ
と
③
破

損
し
て
い
な
い
こ
と
）
▽

近
傍
に
小
中
学
生
が
利
用

す
る
公
園
が
あ
る
た
め
池

等
は
侵
入
を
禁
止
す
る
旨

の
看
板
が
設
置
さ
れ
て
い

る
こ
と
（
小
学
校
低
学
年

の
児
童
で
も
理
解
で
き
る

平
易
な
表
現
、
水
深
が
分

か
り
や
す
く
表
示
さ
れ
て

い
る
こ
と
）。

調
査
の
結
果
、
侵
入
を

防
止
す
る
防
護
柵
等
の
設

置
状
況
に
つ
い
て
は
一
部

設
置
さ
れ
て
い
な
い
た
め

池
が
４
ヵ
所
、
高
さ
１
・

１
㍍
未
満
が
８
ヵ
所
、
防

護
柵
等
に
11
㌢
を
超
え
る

隙
間
が
あ
る
た
め
池
が
22

ヵ
所
、
防
護
柵
等
が
破
損

し
て
い
る
部
分
が
あ
る
た

め
池
が
11
ヵ
所
の
結
果
と

な
っ
た
。

近
傍
に
小
中
学
生
が
利

用
す
る
公
園
等
が
あ
る
た

め
池
等
に
つ
い
て
は
12
ヵ

所
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
一

部
に
は
進
入
禁
止
看
板
が

設
置
さ
れ
て
い
た
。
今
後

は
安
全
対
策
を
一
層
徹
底

す
る
た
め
に
、
新
た
に
同

市
が
定
め
た
分
か
り
や
す

く
見
や
す
い
デ
ザ
イ
ン
に

看
板
を
統
一
し
、
順
次
設

置
し
て
い
く
方
針
。
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人と社会と環境に貢献します

株式会社
橿 原 市 西 新 堂 町 ２ ０ － １
ＴＥＬ０７４４－２２－２６７３　ＦＡＸ０７４４－２２－３４４０
磯 城 郡 田 原 本 町 味 間 ３ １ ７ － １
ＴＥＬ０７４４－３４－１１１３　ＦＡＸ０７４４－３４－１１１４
磯 城 郡 田 原 本 町 多 ２ ６ ９ － １

本 　 　 　 社

田 原 本 支 店

田原本プレス・シュレッダー工場
U R L : h t t p : / / w w w . t u r u t a s y o t e n . c o m

／

／

／

★混合廃棄物も対応可、引取もご相談下さい。★混合廃棄物も対応可、引取もご相談下さい。

ISO14001
認証取得

■

■

■

産業廃棄物収集運搬・処理業
【取扱品目】廃プラ、木くず、紙くず、繊維くず、ゴムくず、

金属くず、ガラス陶磁器くず、がれき類

至奈良至奈良 至
名
古
屋

至
名
古
屋

至
大
阪

至
大
阪

西名阪自動車道西名阪自動車道

郡山ＩＣ郡山ＩＣ

田原本
支　店
田原本
支　店

本社本社

京
奈
和
自
動
車
道

京
奈
和
自
動
車
道

至和歌山至和歌山

田 原 本
プレス・
シュレッ
ダー工場

田 原 本
プレス・
シュレッ
ダー工場

MSA-ES-1366

奈良県知事許可（般－5）第１５６２８号

・左官工事   ・ブロック工事   ・外構工事   ・各リフォーム工事

左官工事一式

①落札者②落札金額③指名ま
たは参加業者④概要・工期等（ ）

県
高
田
土
木
事

務
所

　
　
（
11
月
５
日
・
一
般

競
争
入
札
、
11
月
11
日
契

約
）

　

▼
土
庫
川
護
岸
工
事

（
緊
急
自
然
災
害
防
止
対

策
事
業
債
対
象
事
業
（
臨

時
・
特
別
））
第
Ｔ
―
４

３
１
―
１
―
１
号
（
大
和

高
田
市
藤
森
）
＝
①
矢
羽

田
建
設
（
評
価
値
30
・
５

６
０
）
②
３
５
５
０
万
３

０
０
０
円
（
比
３
９
３
３

万
８
０
０
０
円
）
③
山
邊

組
、
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ｅ
Ｎ
、

ア
ト
ニ
ス
、
福
寿
建
設
、

花
佐
造
園
、
春
山
組
、
成

和
興
業
、
中
造
園
、
葛
井

組
、
平
田
建
設
、
親
海
建

設
、
西
和
建
設
、
一
伸
建

設
、
石
田
組
（
失
格
）、

北
田
組
（
辞
退
）、
笹
井

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
失

格
）、
関
鉄
（
辞
退
）、
岡

田
建
設
（
失
格
）、
葛
建

設
（
辞
退
）、
安
田
組
建

設
（
辞
退
）、堂
本
組
（
失

格
）、
さ
ざ
ん
か
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
（
辞
退
）、

一
伸
商
事
（
辞
退
）
④
工

事
延
長
53
㍍
、
矢
板
工
57

枚
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ

ッ
ク
工（
平
ブ
ロ
ッ
ク
張
）

１
５
４
平
方
㍍
。
設
計
は

ジ
ャ
パ
ッ
ク
ス
が
担
当
。

工
期
７
年
５
月
30
日
。

　
　
（
11
月
５
日
・
一
般

競
争
入
札
、
11
月
12
日
契

約
）

　

▼
天
理
王
寺
線
側
溝
工

事
（
社
会
資
本
整
備
総
合

交
付
金
事
業
（
道
路
改

良
）（
加
速
化
）（
国
補
正
））

第
繰
３
―
１
―
Ａ
４
―
補

―
１
号
（
河
合
町
城
古
）

＝
①
西
和
建
設
②
２
３
０

３
万
９
０
０
０
円
（
比
２

５
６
４
万
８
０
０
０
円
）

③
花
佐
造
園
、大
斗
興
産
、

成
和
興
業
、
笹
井
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
、三
容
建
設
、

ヒ
サ
ミ
ツ
建
設
、
西
島
工

務
店
、
丸
山
土
木
、
安
田

組
建
設
、
西
島
組
、
山
邊

組
、
三
和
、
春
山
組
、
岡

田
建
鋼
、
中
造
園
、
岡
本

設
備
、
山
崎
産
業
、
ア
ト

ニ
ス
、
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ｅ
Ｎ

④
工
事
延
長
２
２
８
㍍
、

側
溝
工
１
９
９
㍍
。
設
計

は
大
和
測
量
設
計
事
務
所

が
担
当
。
工
期
７
年
３
月

14
日
。

　

▼
橿
原
新
庄
線
住
吉
川

井
堰
上
部
工
事
（
単
独
道

路
整
備
事
業
（
通
常
分
）

（
臨
時
））
第
３
０
６
―
３

号
（
葛
城
市
新
村
）
＝
①

ミ
ズ
ハ
②
１
２
０
７
万
２

０
０
０
円
（
比
１
２
０
７

万
２
０
０
０
円
）
③
ミ
ズ

ハ
の
み
④
７
年
４
月
30
日
。

県
中
和
土
木
事

務
所

　
　
（
11
月
７
日
・
一
般

競
争
入
札
、
11
月
14
日
契

約
）

　

▼
寺
川
堆
積
土
砂
撤
去

工
事
（
緊
急
浚
渫
（
臨
時
・

特
別
））
Ｃ
―
５
０
２
―

２
号
（
桜
井
市
谷
）
＝
①

井
上
組
②
２
１
２
０
万
６

０
０
０
円
（
比
２
３
２
９

万
円
）
③
キ
シ
ョ
ウ
、
協

栄
組
、仲
谷
組
、松
村
組
、

竹
田
建
設
、
宮
下
興
業
、

輝
登
建
設
、
清
川
建
設
、

誠
光
建
設
、
観
音
寺
辻
本

建
設
、
松
平
建
設
、
牧
野

工
務
店
、
宮
﨑
組
、
山
﨑

工
業
、
中
川
組
、
吉
田
舗

装
④
工
事
延
長
３
５
０

㍍
、
堆
積
土
砂
撤
去
１
８

０
０
立
方
㍍
。
工
期
７
年

３
月
14
日
。

　

▼
吉
備
川
護
岸
工
事

（
緊
急
自
然
災
害
債
対
象

（
臨
時
・
特
別
））
Ｃ
―
４

２
６
―
１
号（
高
取
町
森
）

＝
①
大
和
工
業
②
１
０
４

３
万
７
０
０
０
円
（
比
１

１
６
７
万
６
０
０
０
円
）

③
中
村
建
設
、
山
本
工
務

店
、
日
高
造
園
、
晃
成
建

設
、
脇
田
建
設
、
橿
原
建

設
、
田
中
組
建
設
、
木
村

工
業
、
山
上
総
業
、
広
澤

建
設
、
松
寿
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
、
ワ
ー
ク
、
関
谷

土
木
、
中
西
建
設
、
松
竹

工
業
④
７
年
５
月
９
日
。

調査・測量・設計
建設コンサルタント
調査・測量・設計
建設コンサルタント

①落札者②落札金額③指名ま
たは参加業者④履行期限等（ ）

県
吉
野
土
木
事

務
所

　
　
（
10
月
24
日
・
一
般

競
争
入
札
、
10
月
30
日
契

約
）

　

▼
牛
頭
谷
嘱
託
登
記
業

務
委
託
（
砂
防
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
事
業
（
砂
防
）
他
）

69
―
６
―
用
委
１
他
号

（
天
川
村
南
日
裏
）
＝
①

東
錦
登
記
測
量
事
務
所
②

１
万
５
９
６
円
（
比
１
万

７
６
６
０
円
）
③
福
光
事

務
所
、
前
根
勝
土
地
家
屋

調
査
士
事
務
所
、
土
地
家

屋
調
査
士
法
人
和
州
、
北

澤
登
記
測
量
事
務
所
、
竹

内
登
記
測
量
事
務
所
、
土

地
家
屋
調
査
士
森
本
忠
事

務
所
、
土
地
家
屋
調
査
士

大
谷
英
生
事
務
所
、
松
田

測
量
登
記
事
務
所
、
土
地

家
屋
調
査
士
法
人
Ｍ
Ｋ
Ｓ

登
記
事
務
所
、
清
原
登
記

測
量
事
務
所
④
嘱
託
登
記

業
務
１
式
。
委
託
期
間
７

年
３
月
21
日
。

県
高
田
土
木
事

務
所

　
　
（
11
月
５
日
・
一
般

競
争
入
札
、
11
月
11
日
契

約
）

　

▼
葛
下
川
地
質
調
査
委

託
（
特
定
都
市
河
川
浸
水

被
害
対
策
推
進
事
業
（
河

川
改
修
））
第
５
―
３
―

委
２
号
（
香
芝
市
別
所
）

＝
①
奈
良
地
質
②
６
０
９

万
円
（
比
７
９
０
万
円
）

③
太
洋
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
、ミ
ズ
ハ
、井
前
建
設
、

イ
ン
テ
コ
、
シ
ー
ド
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
、
セ
イ
ワ
コ

ン
サ
ル
、
ヨ
シ
ノ
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
、
天
理
技
研
、

ス
キ
ャ
ド
ロ
ン
、
ト
ッ
プ

技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、

英
晃
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、

ア
ル
プ
ス
、
ウ
ィ
ズ
テ
ッ

ク
、
大
同
ソ
イ
ル
、
ク
リ

エ
ー
テ
ィ
ブ
・
ラ
イ
フ
、

ラ
ン
ド
・
エ
コ
、
リ
ソ
ス

フ
ェ
ア
、
第
一
測
量
設
計

所
④
機
械
ボ
ー
リ
ン
グ
２

ヵ
所
。
委
託
期
間
７
年
１

月
31
日
。

　

▼
高
田
川
用
地
測
量
委

託
（
防
災
・
安
全
社
会
資

本
整
備
交
付
金
事
業
（
総

流
防
・
堤
防
質
的
整
備
））

第
繰
１
―
委
３
号
（
河
合

町
長
楽
）
＝
①
ヨ
シ
ノ
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
②
３
７
０

万
円
（
比
４
４
８
万
円
）

③
ナ
ン
ワ
、
ダ
イ
イ
チ
、

エ
ー
シ
ー
設
計
企
画
、
五

洋
設
計
、
ア
リ
オ
ン
、
す

ぎ
た
測
量
設
計
事
務
所
、

井
上
測
量
設
計
事
務
所
、

日
立
工
営
、
都
市
企
画
設

計
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
第

一
測
量
設
計
所
、
シ
ー
ド

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
三
和

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
本
田

測
量
設
計
、
セ
イ
ワ
コ
ン

サ
ル
、
シ
ン
エ
イ
、
和
州

測
量
設
計
事
務
所
、
国
土

調
査
設
計
事
務
所
、清
和
、

古
川
測
量
、西
奈
良
測
技
、

天
理
技
研
、
大
門
測
量
設

計
事
務
所
、コ
ー
ダ
技
研
、

ス
キ
ャ
ド
ロ
ン
、
森
本
測

量
社
、
ノ
ア
技
術
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
、
英
晃
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
、
エ
イ
コ
ー
測

量
設
計
事
務
所
、
大
和
測

量
設
計
事
務
所
、
サ
ン
デ

ィ
ス
ト
、
谷
本
測
量
設
計

事
務
所
、
ア
ル
プ
ス
、
ウ

ィ
ズ
テ
ッ
ク
、ソ
ク
セ
ン
、

タ
ケ
ダ
技
研
、
三
栄
測
量

設
計
、
ラ
イ
ト
、
松
嶋
測

量
、
ク
ラ
イ
ス
技
研
、
オ

カ
モ
ト
測
量
、
水
野
測
量

設
計
事
務
所
、
ワ
ー
ク
、

原
田
測
量
、ア
ク
ト
創
研
、

共
同
エ
ン
ジ
ニ
ア
、
ク
リ

エ
ー
テ
ィ
ブ
・
ラ
イ
フ
、

ア
ク
セ
ス
、
親
光
、
ヤ
マ

ウ
ラ
④
用
地
測
量
０
・
５

㌶
。
委
託
期
間
７
年
３
月

31
日
。

　
　
（
11
月
５
日
・
指
名

競
争
入
札
、
11
月
11
日
契

約
）

　

▼
曽
我
川
護
岸
詳
細
設

計
委
託
（
緊
急
自
然
災
害

防
止
対
策
事
業
債
対
象
事

業
（
臨
時
・
特
別
））
第

Ｔ
―
４
３
０
―
委
３
号

（
高
取
町
車
木
）
＝
①
基

礎
地
盤
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ

②
３
５
２
万
円
（
比
４
３

８
万
円
）
③
サ
ン
コ
ー
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
内
外
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、
日
本

イ
ン
シ
ー
ク
、
ス
リ
ー
エ

ス
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
、
近

畿
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ツ
、
中
央
開
発
、
大
日
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
大
日
本

ダ
イ
ヤ
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
、
い
で
あ
、
エ
イ
ト
日

本
技
術
開
発
、
日
本
工
営

（
辞
退
）、
修
成
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
（
辞
退
）、

建
設
技
術
研
究
所
（
辞

退
）、
復
建
技
術
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
（
辞
退
）
④
７

年
３
月
25
日
。

　

▼
高
田
川
堤
防
質
的
整

備
設
計
委
託
（
防
災
・
安

全
社
会
資
本
整
備
交
付
金

事
業
（
総
流
防
・
堤
防
質

的
整
備
））
第
繰
１
―
委

２
号（
広
陵
町
弁
財
天
外
）

＝
①
オ
リ
エ
ン
タ
ル
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ツ
②
７
２
８
万

円
（
比
９
０
６
万
円
）
③

復
建
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
、
三
井
共
同
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
、日
本
工
営
、

八
千
代
エ
ン
ジ
ニ
ヤ
リ
ン

グ
、
東
京
建
設
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
、
ニ
ュ
ー
ジ
ェ
ッ

ク
、
い
で
あ
、
パ
シ
フ
ィ

ッ
ク
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ

（
辞
退
）、
国
際
航
業
（
辞

退
）、
セ
ン
ト
ラ
ル
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
（
辞
退
）、

修
成
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
（
辞
退
）、
建
設
技
術

研
究
所
（
辞
退
）、
大
日

本
ダ
イ
ヤ
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
（
辞
退
）、
エ
イ
ト
日

本
技
術
開
発
（
辞
退
）
④

７
年
３
月
14
日
。

　
　
（
11
月
５
日
・
指
名

競
争
入
札
、
11
月
12
日
契

約
）

　

▼
高
田
土
木
事
務
所
管

内
土
砂
災
害
リ
ス
ク
情
報

管
理
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
修
正

業
務
委
託
（
防
災
・
安
全

交
付
金
事
業
（
基
礎
調

査
）（
補
正
）
他
）
第
繰
補

35
―
１
―
委
３
他
号
（
御

所
市
他
）
＝
①
イ
ン
テ
コ

②
７
２
８
万
円
（
比
９
０

８
万
円
）
③
太
洋
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
、
阪
神
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ツ
、五
洋
設
計
、

天
理
技
研
、
ト
ッ
プ
技
術

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
ノ
ア

技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、

英
晃
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、

大
和
測
量
設
計
事
務
所
、

ウ
ィ
ズ
テ
ッ
ク
、
三
和
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
三
協
エ

ン
ジ
ニ
ア
（
辞
退
）、
ス

キ
ャ
ド
ロ
ン
（
辞
退
）、

ア
ル
プ
ス
（
辞
退
）、
ウ

エ
ル
ア
ッ
プ
（
辞
退
）
④

７
年
３
月
14
日
。

　

▼
国
道
１
６
８
号
交
通

量
調
査
業
務
委
託
（
道
路

改
良
事
業
等
基
礎
調
査

費
）
第
35
―
委
３
号
（
香

芝
市
北
今
市
３
丁
目
）
＝

①
ク
ラ
イ
ス
技
研
②
２
６

２
万
円（
比
３
１
９
万
円
）

③
ア
リ
オ
ン
、
第
一
測
量

設
計
所
、
和
州
測
量
設
計

事
務
所
、
コ
ー
ダ
技
研
、

サ
ン
デ
ィ
ス
ト
、
ウ
ィ
ズ

テ
ッ
ク
、
大
虎
技
研
、
ア

ク
ト
創
研
、
ア
ク
セ
ス
、

Ｋ
Ｅ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｎ
、ま
こ
と
、

ダ
イ
イ
チ
（
辞
退
）、
潮

技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

（
辞
退
）、
前
川
測
量
設
計

事
務
所
（
辞
退
）
④
７
年

２
月
28
日
。

公告・公示情報
（工 事）

公告・公示情報
（工 事）

①申込期間等②開札日
③資格④概要⑤その他（ ）

県
吉
野
土
木
事
務
所

（
総
合
評
価
落
札
方

式
一
般
競
争
入
札

〈
電
子
入
札
〉
11
月

13
日
公
告
）

　

▽
主
要
地
方
道
洞
川
下

市
線
魚
止
橋
他
橋
梁
補
修

工
事
（
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
事
業
（
地
方
道
橋
り
ょ

う
補
修
））
第
３
―
Ｂ
―

６
―
２
―
１
号
（
黒
滝
村

中
戸
）
＝
①
入
札
参
加
申

込
書
の
提
出
11
月
22
日
ま

で
（
入
札
書
・
入
札
金
額

の
内
訳
書
及
び
低
入
札
価

格
調
査
意
向
確
認
書
の
提

出
期
間
12
月
２
日
～
６

日
）
②
12
月
12
日
③
土
木

工
事
業
の
特
定
建
設
業
許

可
。
土
木
１
式
の
登
録
。

Ａ
等
級
（
Ａ
１
グ
ル
ー
プ

を
除
く
）
及
び
Ｂ
等
級
。

建
設
業
法
に
基
づ
く
土
木

工
事
業
の
許
可
を
受
け
て

い
る
本
店
が
県
吉
野
土
木

事
務
所
管
内
に
あ
り
、
県

建
設
工
事
等
競
争
入
札
参

加
資
格
を
有
す
る
こ
と
―

な
ど
④
︻
魚
止
橋
︼
工
事

延
長
10
・
５
㍍
、
断
面
修

復
工
０
・
９
立
方
㍍
、
橋

面
防
水
工
38
平
方
㍍
、
橋

梁
地
覆
補
修
工
21
㍍
︻
音

代
橋
︼
工
事
延
長
11
・
６

㍍
、
断
面
修
復
工
０
・
２

立
方
㍍
、
橋
面
防
水
工
42

平
方
㍍
、
橋
梁
地
覆
補
修

工
23
㍍
。
設
計
は
日
本
イ

ン
シ
ー
ク
が
担
当
。
工
期

７
年
７
月
18
日
⑤
設
４
４

０
６
万
５
０
０
円
込
。

県
文
化
財
課
（
施
工

体
制
確
認
型
一
般
競

争
入
札〈
郵
便
入
札
〉

11
月
13
日
公
告
）

　

▽
史
跡
頭
塔
危
険
箇
所

除
却
暫
定
整
備
工
事
６
文

財
第
25
号
（
奈
良
市
高
畑

町
︿
史
跡
頭
塔
﹀）
＝
①

入
札
参
加
意
向
申
出
書
の

提
出
11
月
25
日
ま
で
（
入

札
書
及
び
積
算
内
訳
書
の

提
出
12
月
４
日
ま
で
）
②

12
月
５
日
③
土
木
工
事
業

の
一
般
建
設
業
許
可
ま
た

は
特
定
建
設
業
許
可
。
土

木
１
式
の
登
録
。Ｂ
等
級
。
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凡 例  

金
額 （
落
札
金
額
）

 

予 

（
予
定
価
格
）

 

低 

（
最
低
制
限
価
格
）

 

設 

（
設
計
金
額
）

 

比 

（
入
札
比
較
価
格
）  

調 

（
調
査
基
準
価
格
）

 

低
基 （
最
低
制
限
基
準
価
格
）

 

低
調 （
低
入
札
調
査
基
準
価
格
）

 

低
モ （
最
低
制
限
モ
デ
ル
型
算
出
価
格
）

 

調
モ （
調
査
基
準
モ
デ
ル
型
算
出
価
格
）

日鉄神鋼建材㈱

五 條 営 業 所
〒637-0002

奈良県五條市三在町1421五條生コン㈱内
ＴＥＬ０７４７ ― ２４ ― ２５２５
ＦＡＸ０７４７ ― ２４ ― ４９１０

遮音壁設置工事、ガードレール設置工事、高欄設置工事、
落石防護柵（網）設置工事、ネットフェンス設置工事、
道路標識設置工事、公園施設設置工事、各種外構工事、
グランド工事、のり面緑化工事、石工事、土留工事、タイル工事、
ドローン空撮、土木３D施工データ作成、i-Construction対応

和歌山県知事許可（般―4）第１２４８３号

奈 良 県 葛 城 市 葛 木 １ ５ ４ 番 地 ４
ＴＥＬ（０７４５）６９－６４７９
ＦＡＸ（０７４５）４８－８２１２

建築工事　塗装工事　防水工事　看板工事

精密機械塗装　機械焼付塗装　各種メッキ　アルマイト加工

奈良県橿原市新堂町３１３番地１
奈良県ハイテク工場団地協同組合内
ＴＥＬ（０７４４）２４－６６２６
ＦＡＸ（０７４４）２４－６６２７

㍿江 頭 建 装

㍿エガシラ塗装

代表取締役 江頭　司

代表取締役 江頭義内

建築から塗装までトータルでお任せ下さい

辻本鉄筋工業

橿 原 市 石 川 町 ４ ８ ８ － １
ＴＥＬ（０７４４）㉗６７１９
磯城郡田原本町味間７０－８
ＴＥＬ（０７４４）�３０３１
ＦＡＸ（０７４４）�８５２１

加工場

建築・板金工事一式

三洋工業KK奈良県特約店

中辻正鈑金属興業㍿
代表取締役 中 辻 安 則

奈 良 市 南 京 終 町 １－７２
☎（０７４２）６２－０７６１㈹
ＦＡＸ（０７４２）６２－３６４６

建
設
業
法
に
基
づ
く
土
木

工
事
業
の
許
可
を
受
け
て

い
る
本
店
が
県
奈
良
土
木

事
務
所
管
内
（
奈
良
市
・

天
理
市
・
山
添
村
）
に
あ

り
、
県
建
設
工
事
等
競
争

入
札
参
加
資
格
を
有
す
る

こ
と
―
な
ど
④
木
製
デ
ッ

キ
撤
去
工
31
・
３
立
方
㍍
、

フ
ェ
ン
ス
設
置
工
１
０
９

㍍
、
園
路
工
１
４
８
・
７

平
方
㍍
、階
段
工
１
ヵ
所
、

手
摺
工
１
ヵ
所
、
布
型
案

内
板
３
ヵ
所
。
工
期
７
年

３
月
21
日
（
予
定
）
⑤
予

２
３
９
３
万
３
８
０
０
円

込
、
低
２
１
５
９
万
８
０

０
円
込
。

近
畿
地
方
整
備
局
奈

良
国
道
事
務
所
（
総

合
評
価
落
札
方
式
一

般
競
争
入
札
〈
電
子

入
札
〉
11
月
15
日
公

告
）

　

▽
大
和
御
所
道
路
土
橋

地
区
仮
設
歩
道
橋
北
側
他

工
事
（
橿
原
市
土
橋
町
）

＝
①
申
請
書
の
提
出
12
月

２
日
正
午
ま
で
（
入
札
書

の
提
出
期
間
12
月
20
日
～

23
日
正
午
）
②
７
年
２
月

５
日
③
一
般
競
争
（
指
名

競
争
）
参
加
資
格
、
一
般

土
木
工
事
Ｃ
等
級
の
認
定

を
受
け
て
い
る
こ
と
。
建

設
業
法
に
基
づ
く
「
土
木

工
事
業
」
の
許
可
を
受
け

て
い
る
本
店
が
県
内
に
あ

る
こ
と
。
ま
た
、
許
可
に

係
る
経
営
事
項
審
査
を
受

け
て
い
る
こ
と
。
な
お
、

経
常
Ｊ
Ｖ
の
所
在
地
が
同

県
内
に
あ
る
こ
と
。
平
成

21
年
度
以
降
に
元
請
と
し

て
完
成
し
、
引
渡
し
が
完

了
し
た
鋼
製
仮
橋
や
鋼
製

仮
桟
橋
や
鋼
橋
（
歩
道
橋

を
含
む
）
の
い
ず
れ
か
を

施
工
し
た
実
績
を
有
す
る

工
事
の
要
件
を
満
た
す
工

事
の
施
工
実
績
を
有
す
る

―
な
ど
④
工
場
製
作
工
１

式
、
工
場
製
品
輸
送
工
１

式
、歩
道
橋
本
体
工
１
式
、

仮
設
工
１
式
。
工
期
８
年

１
月
30
日
（
余
裕
期
間
７

年
３
月
16
日
）
⑤
施
工
能

力
評
価
型
Ⅱ
型
。
二
封
筒

事
後
審
査
型
の
対
象
。
試

行
等
の
対
象
工
事
。
予
定

価
格
が
１
０
０
０
万
円
以

上
の
場
合
は
施
工
体
制
確

認
型
。

　

▽
大
和
御
所
道
路
土
橋

地
区
仮
設
歩
道
橋
西
側
他

工
事
（
前
同
）
＝
①
前
同

②
前
同
③
前
同
④
前
同
⑤

前
同
。
※
前
記
２
件
の
工

事
は
一
括
審
査
方
式
試

行
。
電
子
シ
ス
テ
ム
に
お

い
て
別
々
に
案
件
登
録
さ

れ
て
お
り
、
申
請
書
の
提

出
及
び
入
札
は
各
案
件
毎

に
必
要
。公告・公示情報

（業務等）
公告・公示情報
（業務等）
①申込期間等②開札日
③資格④概要⑤その他（ ）

県
建
設
産
業
課
（
施

工
体
制
確
認
型
一
般

競
争
入
札
〈
電
子
入

札
〉11
月
13
日
公
告
）

　

▽
奈
良
春
日
野
国
際
フ

ォ
ー
ラ
ム
別
館
受
変
電
設

備
及
び
本
館
駐
車
場
管
制

設
備
改
修
工
事
監
理
業
務

委（
監
）第
６
―
19
号（
奈

良
市
雑
司
町
、春
日
野
町
）

＝
①
入
札
書
の
提
出
12
月

９
日
ま
で
②
12
月
10
日
③

建
築
士
法
の
規
定
に
よ
る

一
級
建
築
士
事
務
所
の
登

録
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。

県
建
設
工
事
等
競
争
入
札

参
加
資
格
の
う
ち
建
築
設

計
業
務
に
登
録
し
て
い
る

こ
と
。
ま
た
第
三
者
監
理

と
す
る
た
め
当
該
工
事
の

設
計
業
務
を
受
注
し
た
者

で
な
い
こ
と
。
県
内
に
本

店
を
有
し
て
い
る
こ
と
―

な
ど
④
別
館
（
Ｓ
造
２
階

建
）
受
変
電
設
備
改
修
工

事
、
本
館
（
Ｓ
Ｒ
Ｃ
造
地

下
１
階
地
上
２
階
︿
一
部

３
階
﹀
建
）
駐
車
場
管
制

設
備
改
修
工
事
に
係
る
監

理
業
務
。
委
託
期
間
８
年

２
月
27
日
⑤
予
３
５
４
万

２
０
０
０
円
込
、
低
２
９

０
万
４
０
０
０
円
込
。

県
吉
野
土
木
事
務
所

（
総
合
評
価
落
札
方

式
一
般
競
争
入
札

〈
電
子
入
札
〉
11
月

13
日
公
告
）

　

▽
紀
の
川
用
地
ア
セ
ス

メ
ン
ト
調
査
等
業
務
委
託

（
防
災
・
安
全
社
会
資
本

整
備
交
付
金
事
業（
南
部
・

東
部
）（
広
域
河
川
））
第

繰
17
―
１
―
８
―
用
委
３

号
（
大
淀
町
下
渕
）
＝
①

入
札
参
加
申
込
書
の
提
出

11
月
22
日
ま
で
（
入
札
書

及
び
入
札
金
額
の
内
訳
書

の
提
出
期
間
11
月
28
日
～

12
月
４
日
）
②
12
月
５
日

③
県
建
設
工
事
等
競
争
入

札
参
加
資
格
の
う
ち
、
補

償
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
「
土

地
調
査
」
か
つ
「
総
合
補

償
」
部
門
の
全
て
の
資
格

を
有
す
る
こ
と
―
な
ど
④

用
地
ア
セ
ス
メ
ン
ト
調
査

等
業
務
１
式
（
打
ち
合
わ

せ
協
議
、
作
業
計
画
の
策

定
、
現
地
踏
査
、
目
視
調

査
、現
地
聞
き
込
み
調
査
、

公
的
記
録
簿
調
査
、
用
地

リ
ス
ク
特
定
調
査
票
の
作

成
、
用
地
リ
ス
ク
配
置
図

の
作
成
、
用
地
リ
ス
ク
工

程
表
の
作
成
、
用
地
取
得

工
程
管
理
計
画
書︿
原
表
﹀

の
作
成
、
用
地
取
得
工
程

管
理
計
画
書
︿
管
理
用
﹀

の
作
成
）。
委
託
期
間
７

年
３
月
21
日
⑤
予
５
９
９

万
５
０
０
０
円
込
、
調
４

８
１
万
８
０
０
０
円
込
。

　

▽
紀
の
川
用
地
ア
セ
ス

メ
ン
ト
調
査
等
業
務
委
託

（
防
災
・
安
全
社
会
資
本

整
備
交
付
金
事
業（
南
部
・

東
部
）（
広
域
河
川
））
第

繰
17
―
１
―
６
―
用
委
１

号
（
吉
野
町
六
田
）
＝
①

前
同
②
前
同
③
前
同
④
前

同
⑤
予
５
９
９
万
５
０
０

０
円
込
、
調
４
８
１
万
８

０
０
０
円
込
。

　

▽
紀
の
川
用
地
ア
セ
ス

メ
ン
ト
調
査
等
業
務
委
託

（
防
災
・
安
全
社
会
資
本

整
備
交
付
金
事
業（
南
部
・

東
部
）（
広
域
河
川
））
第

繰
17
―
１
―
６
―
用
委
２

号
（
大
淀
町
北
六
田
）
＝

①
前
同
②
前
同
③
前
同
④

前
同
⑤
予
５
９
９
万
５
０

０
０
円
込
、
調
４
８
１
万

８
０
０
０
円
込
。
※
前
記

３
件
の
業
務
は
一
括
審
査

方
式
試
行
。
電
子
入
札
シ

ス
テ
ム
に
お
い
て
別
々
に

案
件
登
録
さ
れ
て
お
り
、

入
札
参
加
申
込
書
・
入
札

書
及
び
入
札
金
額
の
内
訳

書
の
提
出
は
各
案
件
毎
に

必
要
。

県
吉
野
土
木
事
務
所

（
施
工
体
制
確
認
型

一
般
競
争
入
札
〈
電

子
入
札
〉
11
月
13
日

公
告
）

　

▽
一
般
国
道
１
６
９
号

西
原
工
区
他
測
量
業
務
委

託
（
道
路
災
害
関
連
事
業

（
臨
時
・
特
別
））
第
６
４

３
―
４
―
委
14
号
（
上
北

山
村
西
原
他
）
＝
①
入
札

書
の
提
出
11
月
26
日
ま
で

②
11
月
27
日
③
県
建
設
工

事
等
競
争
入
札
参
加
資
格

の
う
ち
測
量
業
務
に
登
録

を
受
け
、
Ａ
等
級
Ａ
１
グ

ル
ー
プ
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
る
こ
と
。
県
内

に
本
店
を
有
し
て
い
る
こ

と
―
な
ど
④
４
級
基
準
点

測
量
10
ヵ
所
、
現
地
測
量

０
・
０
１
７
平
方
㌔
㍍
、

路
線
測
量
０
・
３
㌔
㍍
。

委
託
期
間
７
年
３
月
14
日

⑤
予
６
５
３
万
４
０
０
０

円
込
、
低
５
４
１
万
２
０

０
０
円
込
。

　

▽
伊
ノ
谷
砂
防
堰
堤
管

理
用
道
路
地
質
調
査
委
託

（
防
災
・
安
全
交
付
金
事

業（
南
部
・
東
部
）（
砂
防
））

第
繰
61
―
17
―
委
２
他
号

（
上
北
山
村
小
像
）
＝
①

前
同
②
前
同
③
県
建
設
工

事
等
競
争
入
札
参
加
資
格

の
う
ち
地
質
調
査
業
務
に

登
録
を
受
け
て
い
る
こ

と
。
県
内
に
同
登
録
を
受

け
た
本
店
を
有
し
て
い
る

こ
と
―
な
ど
④
機
械
ボ
ー

リ
ン
グ
２
ヵ
所
、
標
準
貫

入
試
験
20
回
。
委
託
期
間

７
年
２
月
28
日
⑤
予
６
７

２
万
１
０
０
０
円
込
、
低

５
０
６
万
円
込
。

県
広
域
水
道
セ
ン
タ

ー
（
施
工
体
制
確
認

型
一
般
競
争
入
札

〈
電
子
入
札
〉
11
月

13
日
公
告
）

　

▽
県
営
水
道
下
市
取
水

場
・
橿
原
ポ
ン
プ
場
煙
突

改
修
工
事
実
施
設
計
業
務

委
託
（
下
市
町
新
住
、
橿

原
市
一
町
）
＝
①
入
札
書

の
提
出
11
月
28
日
ま
で
②

11
月
29
日
③
県
建
設
工
事

等
競
争
入
札
参
加
資
格
の

う
ち
建
築
設
計
業
務
に
登

録
し
て
い
る
こ
と
。
県
内

に
本
店
を
有
し
て
い
る
こ

と
―
な
ど
④
下
市
取
水
場

及
び
橿
原
ポ
ン
プ
場
の
自

家
発
電
設
備
の
煙
突
改
修

工
事
に
係
る
実
施
設
計
業

務
１
式
。
委
託
期
間
７
年

３
月
21
日
⑤
予
３
８
０
万

６
０
０
０
円
込
、
低
３
１

１
万
３
０
０
０
円
込
。

宮
内
庁
京
都
事
務
所

（
一
般
競
争
入
札〈
電

子
入
札
〉
11
月
12
日

公
告
）

　

▽
京
都
御
所
ほ
か
雷
保

護
設
備
そ
の
他
点
検
業
務

（
雷
保
護
設
備
は
奈
良
市

雑
司
町
︿
正
倉
院
内
﹀︿
正

倉
院
﹀、
京
都
御
所
、
京

都
大
宮
仙
洞
御
所
、
桂
離

宮
、明
治
天
皇
陵
御
休
所
、

近
衛
天
皇
陵
、
電
気
設
備

は
橿
原
市
大
久
保
町
︿
神

武
天
皇
陵
内
﹀︿
畝
傍
陵
墓

監
区
事
務
所
﹀、
修
学
院

離
宮
、
桃
山
陵
墓
監
区
事

務
所
、
月
輪
陵
墓
監
区
事

務
所
、
古
市
陵
墓
監
区
事

務
所
）
＝
①
参
加
資
格
確

認
申
請
書
及
び
参
加
資
格

確
認
資
料
の
提
出
11
月
29

日
ま
で
（
入
札
書
の
提
出

期
限
12
月
12
日
９
時
）
②

12
月
12
日
③
内
閣
府
競
争

参
加
資
格
（
全
省
庁
統
一

資
格
）役
務
の
提
供
等（
建

物
管
理
等
各
種
保
守
管

理
）
の
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
ま
た

は
Ｄ
の
等
級
に
格
付
け
さ

れ
、
近
畿
地
域
の
競
争
参

加
資
格
を
有
す
る
者
で
あ

り
、
か
つ
、
当
庁
に
お
け

る
指
名
停
止
期
間
中
で
は

な
い
こ
と
。
平
成
26
年
度

以
降
に
雷
保
護
設
備
の
点

検
保
守
業
務
を
元
請
け
と

し
て
、
誠
実
に
履
行
し
た

実
績
を
有
す
る
者
―
な
ど

④
仕
様
書
に
よ
る
。
委
託

期
間
７
年
２
月
28
日
。

県
営
住
宅
管
理

事
務
所

　
　
（
12
月
３
日
・
指
名

競
争
入
札︿
電
子
入
札
﹀、

指
名
は
事
後
公
表
）

　

▽
令
和
６
年
度
橿
原
Ｎ

Ｔ
県
営
住
宅
空
家
改
修
工

事
（
橿
原
市
白
橿
町
）
＝

工
期
７
年
３
月
28
日
。

県
吉
野
土
木
事

務
所

　
　
（
11
月
25
日
・
指
名

競
争
入
札︿
電
子
入
札
﹀、

指
名
は
事
後
公
表
）

　

▽
脇
川
地
区
急
傾
斜
地

崩
壊
対
策
施
設
維
持
工
事

（
砂
防
維
持
修
繕
事
業
）

６
―
15
―
１
号
（
黒
滝
村

脇
川
）
＝
工
期
７
年
２
月

28
日
。調査・測量・設計

建設コンサルタント
調査・測量・設計
建設コンサルタント

県
中
和
公
園
事

務
所

　
　
（
12
月
４
日
・
指
名

競
争
入
札︿
電
子
入
札
﹀、

指
名
は
事
後
公
表
）

　

▽
大
和
民
俗
公
園
ベ
ン

チ
等
改
修
詳
細
設
計
業
務

（
補
助
都
市
計
画
公
園
事

業（
防
災
・
安
全
交
付
金
））

７
１
２
―
委
３
号
（
大
和

郡
山
市
矢
田
町
）
＝
委
託

期
間
７
年
３
月
28
日
。
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種種別別 発発注注機機関関 件件名名 場場所所 開開札札日日 予予定定価価格格 入入札札方方式式 落落札札者者 落落札札金金額額

工事 曽爾村 振興センタートイレ改修工事 大字今井 7月20日 ２６４７万円 指名 曽爾技建 ２６３０万円

工事 生駒市 あすか野南２丁目地内配水管布設替工事（１工区） あすか野南２丁目 7月20日 ３９０３万円 一般 植木工業 ３３８２万１０００円

工事
近畿地方整備局奈
良国道事務所

大和北道路大和郡山北ＩＣランプ橋（ＯＮＡ１他）下部工事 大和郡山市美濃庄町 7月20日 ２億３１８１万円 一般 中村建設 ２億１２２７万円

工事
近畿地方整備局奈
良国道事務所

大和北道路大和郡山北ＩＣランプ橋（ＯＮＰ２他）下部工事 大和郡山市美濃庄町 7月20日 ２億２９７２万円 一般 清川組 ２億９５０万円

工事 宇陀市
第０５ス—Ａ０２号宇陀市上水道施設整備事業庄屋出橋添架管更
新工事

榛原下井足 7月21日 ２２７０万円 指名 東和土木建設 ２０５９万２０００円

工事 宇陀市 第０５—Ａ０１３号道路維持事業市道山辺三戒場線舗装補修工事 榛原戒場 7月21日 １５５６万３０００円 一般 岡田工務店 １３８９万６０００円

工事 宇陀市
第０５—Ｂ００２号社会資本整備総合交付金事業宇陀川処理区榛原
天満台地区管渠更生工事

榛原天満台 7月21日 ６０９３万３０００円 一般 松塚建設 ５５１７万１０００円

工事 宇陀市
第０５ス—Ｂ０３号水道未普及地域解消事業大神・入谷地区配水池
造成工事（４工区）

菟田野大神 7月21日 ５１４５万８０００円 一般 中作 ４６６２万８０００円

工事 御所市 葛城山登山道整備（第１工区）工事観振第１号 櫛羅 7月21日 ５５４５万８０００円 一般 葛建設 ５４９０万円

工事 御所市 道路改良工事建第１５号 南十三・北十三 7月21日 ６０４４万７０００円 一般 西本組 ５７５０万円

工事 天理市 北保育所建替え工事 櫟本町 7月21日 ９億６１０万円 一般 村本・日誠ＪＶ ８億４９００万円

工事 天理市 （仮称）天理市清掃管理事務所等建設工事 櫟本町 7月21日 ６億１８８７万円 一般 藤本・岡部ＪＶ ５億５４５０万７０００円

工事
ＵＲコミュニティ本
社

０５—平城第二団地屋外修繕その他工事
奈良市右京２丁目１—
２他

7月21日 ７５４２万円 指名
乾造園（大阪市鶴
見区）

５１５３万円

工事
県建設業・契約管
理課

一般国道１６９号白川橋橋梁塗装工事（道路メンテナンス事業（国
道橋りょう補修））第３—Ａ—６—４—１号

上北山村白川 7月24日 ３億４２７０万８０００円 一般 クロカワ工芸 ３億１０４１万７０００円

工事 川西町
東城地区整備事業町道下永８４号線舗装等工事（中・北工区）川ま
ち第５—６号

大字下永 7月24日 １２７３万７０００円 指名 石田興業 １１４０万５０００円

工事 大淀町 南大和歩道舗装補修工事第５—道—工—１号 土田 7月24日 ２２５０万１０００円 一般 木村組 １９７４万円

工事 奈良市 都南中学校太陽光発電設備設置工事 南永井町９８番地の１ 7月25日 ４８３４万円 指名 吉田機電 ４７９０万円

工事 奈良市企業局 各施設防草シート設置委託委—１—２３号
中登美ヶ丘１丁目他
４ヵ所

7月25日 ２０５０万円 一般 梅花園 １５５５万円

工事 奈良市企業局 口径２５～２０粍鉛給水管布設替工事１—４—１０３号
藤ノ木台２丁目～３丁
目

7月25日 ２７５６万円 一般 共栄住設 ２０６１万円

工事 奈良市企業局 口径２０粍鉛給水管布設替工事１—４—１０４号 西千代ヶ丘１丁目 7月25日 ３１８８万円 一般 東尾建設 ２３８８万１０００円

工事 奈良市
舗装道幹線道路補修工事（藤ノ木台一丁目地内他・登美ヶ丘中町
線）

藤ノ木台１丁目他 7月26日 ２７５８万８０００円 一般 宮坂工務店 ２０７８万１０００円

工事 奈良市 三笠公民館空調設備改修工事
大宮町４丁目３１３番
地の１

7月26日 ２３５９万円 一般 共栄住設 １９３５万円

工事 奈良市 鴻ノ池運動公園スケートボードパーク外灯整備工事
法蓮佐保山４丁目１５
１６番地の１

7月26日 １４７９万円 一般 共栄住設 １１６９万６０００円

工事 三宅町 八軒家解体工事 大字伴堂 7月26日 ２６８１万円 指名 輝登建設 ２０１０万７５００円

工事
大和高田市上下水
道部

高６枝南陽町・曽大根２丁目地内管渠工事（１４）・給配水管移設工
事（Ｇ１４）

南陽町・曽大根２丁目 7月26日 ２２５２万円 一般 森村工務店 ２０２３万９０００円

工事
大和高田市上下水
道部

高５枝春日町２丁目地内管渠工事（１３）・給配水管移設工事（Ｇ１３） 春日町２丁目 7月26日 ２１１１万円 一般 森土建 １８９６万６０００円

工事 橿原市上下水道部
重要給水施設配水管更新・耐震化工事に伴う舗装復旧工事Ｒ５—
１

久米町・畝傍町 7月26日 １５４０万円 一般 宮下興業 １３６７万２８００円

工事 橿原市上下水道部 土橋配水管更新・耐震化工事Ｒ５—１ 土橋町 7月26日 ３４３５万円 一般 南村組 ３０９１万４８００円

工事 橿原市上下水道部 重要給水施設配水管更新・耐震化工事Ｒ５—３ 久米町 7月26日 ４６６７万円 一般 南村組 ４２２０万９８００円

工事 橿原市上下水道部 白橿配水管更新・耐震化工事Ｒ５—１（白橿町４丁目） 白橿町 7月26日 ２９２５万円 一般 南村組 ２６３０万８００円

工事 橿原市上下水道部 汚水管渠埋設工事真菅処理分区Ｒ５—２工区 豊田町 7月26日 １９２５万円 一般 大和菊花園 １７０６万円

工事 橿原市上下水道部 長寿命化対策工事Ｒ５—１ 白橿町 7月26日 １８４３万１０００円 一般 山田興産 １６３２万６８００円

工事 橿原市上下水道部 汚水管渠埋設工事忌部山処理分区Ｒ５—１工区 西池尻町 7月26日 １６３４万８０００円 一般 ヤマト建栄（公哉） １４３６万６８００円

工事 橿原市上下水道部 長寿命化対策工事Ｒ５—２ 白橿町 7月26日 １９５７万５０００円 一般 ヤマト建栄（公哉） １７２６万２５００円

工事 橿原市上下水道部 汚水管渠埋設工事真菅処理分区Ｒ５—３工区 北妙法寺町・豊田町 7月26日 １９２４万８０００円 一般 栗本興業 １７２４万６８００円

工事 橿原市 橋梁補修・補強工事５—１ 西新堂町 7月26日 ６０２８万７０００円 一般 堀川組 ５４２２万５４００円

工事 橿原市 四条団地５・６号棟外壁等改修工事 四条町 7月26日 ７４３４万円 一般 松吉組 ６７５０万９７００円

工事 橿原市 今井小学校増築工事 今井町 7月26日 ２億７１６０万円 一般 松吉組 ２億４６６４万８６００円

工事
県建設業・契約管
理課

一般県道上池原下桑原線深瀬工区道路改良工事（防災・安全交付
金事業（南部・東部））第６—３—Ａ１６—１号

下北山村上桑原 7月26日 １億７９８７万２０００円 一般 北山工業 １億６３９１万９０００円

工事 奈良市 登美ヶ丘公民館空調設備改修工事
中登美ヶ丘３丁目４１
６２番地の８１

7月27日 ２１８６万円 一般 三晟建設 １８０４万６０００円

工事 上北山村 西原地区配水管布設替工事（第一工区） 大字西原 7月27日 ４４５４万円 指名 中村組 ４０３６万９０００円

工事 上北山村 西原地区配水管布設替工事（第二工区） 大字西原 7月27日 ３７２３万円 指名 中村組 ３３７５万３０００円

工事 上北山村 村道和佐又～伯母峯線災害防除工事 大字西原 7月27日 ２０３０万３０００円 指名 中村組 １８２９万円

工事 御所市水道局 配水管布設替工事（単独）御水施第１０号 小殿・東持田 7月27日 １６０３万１０００円 指名 藤井住設 １５２２万円

工事 県郡山土木事務所
大和高田斑鳩線三代川橋橋面補修工事（道路メンテナンス事業
（地方道橋りょう補修））３—Ｂ—２—３号

斑鳩町興留 7月27日 １１４８万２０００円 一般 中川建設 １０１３万２０００円

工事 上牧町 上牧町消防団第２分団西部第１分隊消防屯所改築工事一般０２号 大字上牧４７１４番地２ 7月27日 ４１７３万１０００円 一般 豊国 ４１７０万円

工事 黒滝村 黒滝村簡易水道改良工事（その５）令和５年度第１３号 大字寺戸 7月27日 ４５４４万円 一般 大七建設 ４１２１万３０００円

工事
近畿地方整備局浪
速国道事務所

清滝生駒道路鹿畑地区改良工事 生駒市鹿畑町 7月27日 １億１６５９万円 一般 山上組 １億６００万円

【続く】

　　令和５年度　工事結果　（落札金額1000万円以上）　⑨　（本紙調べ）

工事結果・業務結果のデータのお問い合わせ
は建設新報社情報サービス係まで。

建 設 新 報（第三種郵便物認可） （６）2024年（令和６年）11月19日（火）建 設 新 報
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わ
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水
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画
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が
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。

　

公
益
社
団
法
人
土
木
学
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は
、
暮
ら
し
を
守
り
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え
て
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く
高
度
な
土
木
技

術
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に
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る
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を
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め
て
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ら
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た
め
、昭
和
62
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に
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月
18
日
を「
土

木
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日
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と
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し
ま
し
た
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ま
た
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３
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ら
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週
間
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と
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ま
し
た
。

　

全
国
各
地
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
見
学
会
な
ど
を
開
催
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建
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関
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は
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ち
ろ

ん
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広
く
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国
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ま
で
、
土
木
技
術
、
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ど
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二
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世
紀
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に
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か
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土木の２文字を分解すると
十一と十八になることと、土
木学会の前身である「工学会」
の創立が明治12年（1879）
11月18日であることから、11
月18日を「土木の日」と制定
しました。

土木の日の由来

日

建

機

国内は８・３％減国内は８・３％減
建設機械出荷金額 ９月建設機械出荷金額 ９月

長殿（テラ谷）山腹工事 /十津川村長殿長殿（テラ谷）山腹工事 /十津川村長殿

総 合 建 設 業

吉 野 郡 十 津 川 村 小 原 ３ １ ５ － ２
Ｔ Ｅ Ｌ （ ０ ７ ４ ６ ） ６ ３ － ０ ５ ５ ５
Ｆ Ａ Ｘ （ ０ ７ ４ ６ ） ６ ２ － ０ ０ ２ ５

代表取締役 太 田 知 一

ISO9001／ISO14001認証取得

太 田 建 設 ㍿

国

交

省

奈良県は総着工戸数５１４戸奈良県は総着工戸数５１４戸
前年同月比９・１％増前年同月比９・１％増

９月の新設住宅着工戸数９月の新設住宅着工戸数
　

国
土
交
通
省
は
こ
の
ほ

ど
、
９
月
の
新
設
住
宅
着

工
戸
数
を
ま
と
め
た
。
そ

れ
に
よ
る
と
、
総
着
工
戸

数
は
全
国
で
６
万
８
５
４

８
戸
（
前
年
同
月
比
０
・

６
％
減
）
と
な
り
、
５
ヵ

月
連
続
の
減
少
と
な
っ
た
。

利
用
関
係
別
の
戸
数
は
▽

持
家
１
万
９
３
５
０
戸

（
０
・
９
％
減
）
▽
貸
家

３
万
１
０
３
３
戸
（
４
・

４
％
増
）
▽
分
譲
住
宅
１

万
７
９
２
１
戸
（
マ
ン
シ

ョ
ン
７
６
５
１
戸
、
一
戸

建
住
宅
１
万
１
１
０
戸
）

（
７
・
０
％
減
）
―
と
な

っ
た
。

　

持
家
は
民
間
資
金
に
よ

る
も
の
が
減
少
し
、
公
的

資
金
に
よ
る
も
の
も
減
少

し
た
た
め
、
持
家
全
体
で

34
ヵ
月
連
続
の
減
少
と
な

っ
た
。
貸
家
は
公
的
資
金

に
よ
る
も
の
は
減
少
し
た

が
、
民
間
資
金
に
よ
る
も

の
が
増
加
し
た
た
め
、
貸

家
全
体
で
先
月
の
減
少
か

ら
再
び
の
増
加
と
な
っ

た
。
分
譲
住
宅
は
マ
ン
シ

ョ
ン
が
減
少
し
、
一
戸
建

住
宅
も
減
少
し
た
た
め
、

分
譲
住
宅
全
体
で
５
ヵ
月

連
続
の
減
少
と
な
っ
た
。

　

奈
良
県
の
総
着
工
戸
数

は
５
１
４
戸
（
９
・
１
％

増
）。
こ
の
う
ち
▽
持
家

２
３
４
戸（
10
・
４
％
増
）

▽
貸
家
１
３
６
戸
（
20
・

５
％
減
）
▽
分
譲
住
宅
１

４
４
戸
（
一
戸
建
住
宅
１

４
４
戸
（
63
・
６
％
増
）

―
と
な
っ
た
。

日
本
建
設
機
械
工
業
会

が
こ
の
ほ
ど
発
表
し
た
９

月
の
建
設
機
械
出
荷
金
額

は
、
国
内
は
８
・
３
％
減

の
１
０
７
１
億
円
、
国
外

は
23
・
０
％
減
の
１
７
８

６
億
円
と
な
っ
た
。
そ
の

結
果
、
国
内
は
２
ヵ
月
連

続
の
減
少
、
国
外
は
８
ヵ

月
連
続
の
減
少
と
な
っ

た
。
総
合
計
は
２
８
５
６

億
円
と
な
り
、
２
ヵ
月
連

続
の
減
少
と
な
っ
た
。

国
内
を
機
種
別
に
見
る

と
、
道
路
機
械
10
・
４
％

増
の
44
億
円
、
基
礎
機
械

５
・
０
％
増
の
36
億
円
、

そ
の
他
建
設
機
械
は
５
・

２
％
増
の
66
億
円
の
３
機

種
と
補
給
部
品
４
・
２
％

増
の
１
２
５
億
円
が
増
加

し
た
が
、
他
６
機
種
が
減

少
し
た
。

国
外
を
機
種
別
に
見
る

と
、
建
設
用
ク
レ
ー
ン

11
・
５
％
増
の
１
１
３
億

円
、
油
圧
ブ
レ
ー
カ
・
圧

砕
機
15
・
６
％
増
の
８
億

円
の
２
機
種
と
補
給
部
品

が
増
加
し
た
も
の
、
他
７

機
種
が
減
少
し
た
。

地
域
別
に
見
る
と
、
全

９
地
域
中
３
地
域
で
増
加

し
た
も
の
の
、
他
６
地
域

で
減
少
し
た
。

総
合
計
２
８
５
６
億
円
︑２
ヵ
月
連
続
の
減
少

総
合
計
２
８
５
６
億
円
︑２
ヵ
月
連
続
の
減
少

建設機械出荷金額統計
（2024年９月）

金額単位：百万円

出荷品目 出荷金額
（前年同月・期比増減％）

トラクタ
国内 13,945（ -11.8 ）
輸出 22,886（ -11.1 ）
小計 36,831（ -11.3 ）

油圧ショベル
国内 26,899（ -18.6 ）
輸出 57,149（ -37.7 ）
小計 84,048（ -32.7 ）

ミニショベル
国内 9,233（ -5.1 ）
輸出 30,079（ -24.6 ）
小計 39,312（ -20.8 ）

建設用クレーン
国内 23,598（ -4.6 ）
輸出 11,296（ 11.5 ）
小計 34,894（ 0.1 ）

道路機械
国内 4,411（ 10.4 ）
輸出 3,866（ -20.8 ）
小計 8,277（ -6.7 ）

コンクリート機械
国内 3,645（ -23.8 ）
輸出 139（ -30.5 ）
小計 3,784（ -24.1 ）

基礎機械
国内 3,637（ 5.0 ）
輸出 342（ -35.1 ）
小計 3,979（ -0.3 ）

油圧ブレーカ圧砕機
国内 2,584（ -10.3 ）
輸出 831（ 15.6 ）
小計 3,415（ -5.2 ）

その他建設機械
国内 6,564（ 5.2 ）
輸出 25,179（ -25.6 ）
小計 31,743（ -20.8 ）

本体合計　
国内 94,516（ -9.7 ）
輸出 151,767（ -27.0 ）
小計 246,283（ -21.2 ）

補給部品
国内 12,538（ 4.2 ）
輸出 26,823（ 10.5 ）
小計 39,361（ 8.4 ）

総合計
国内 107,054（ -8.3 ）
輸出 178,590（ -23.0 ）
小計 285,644（ -18.1 ）

国 交 省

1111
月月
2828
日
ま
で
受
付

日
ま
で
受
付

国
土
交
通
省
は
、
一
定

水
準
の
技
術
力
等
を
有
す

る
民
間
資
格
を
「
国
土
交

通
省
登
録
資
格
」
と
し
て

登
録
す
る
制
度
を
平
成
26

年
度
よ
り
導
入
し
、
こ
れ

ま
で
に
３
８
９
の
資
格
を

登
録
。
今
回
、
11
回
目
の

登
録
申
請
及
び
元
年
度
登

録
の
82
資
格
の
更
新
を
11

月
28
日
午
後
５
時
必
着
で

受
け
付
け
て
い
る
。

民
間
資
格

民
間
資
格

登
録
制
度

登
録
制
度﹁
国
土
交
通
省
登
録
資
格
﹂申
請

﹁
国
土
交
通
省
登
録
資
格
﹂申
請

申
請
に
必
要
な
事
項

は
、
国
土
交
通
省
Ｈ
Ｐ

https://w
w
w
.m
lit.go.jp/

tec/tec_tk_000100.

htm
l

に
掲
載
の
「
公
共

工
事
に
関
す
る
調
査
及
び

設
計
等
の
品
質
確
保
に
資

す
る
技
術
者
資
格
登
録
申

請
の
手
引
き
」
を
参
照
。

問
合
せ
は
国
土
交
通
省

大
臣
官
房
技
術
調
査
課
０

３
―
５
２
５
３
―
８
２
２

０
、
公
共
事
業
調
査
室
０

３
―
５
２
５
３
―
８
２
５

８
ま
で
。

こ
の
制
度
は
民
間
事
業

者
が
付
与
す
る
「
技
術
者

資
格
を
国
土
交
通
省
が

「
国
土
交
通
省
登
録
資
格
」

と
し
て
登
録
し
、
社
会
資

本
に
関
す
る
調
査
・
設
計

等
の
発
注
業
務
で
活
用
す

る
取
組
み
。
登
録
さ
れ
た

資
格
は
、
点
検
・
診
断
等

の
業
務
発
注
に
際
し
、
総

合
評
価
落
札
方
式
で
加
点

評
価
す
る
な
ど
資
格
保
有

者
を
積
極
的
に
活
用
す
る

も
の
。
今
回
、
平
成
27
年

１
月
26
日
に
新
規
登
録

し
、
令
和
２
年
２
月
５
日

に
１
回
目
の
登
録
更
新
を

行
っ
た
技
術
者
資
格
の
２

回
目
の
登
録
更
新
、
令
和

２
年
２
月
５
日
に
新
規
登

録
を
行
っ
た
技
術
者
資
格

の
１
回
目
の
登
録
更
新
を

迎
え
る
。

調
査
・
設
計
の
品
質
確
保
、発
注
業
務
で
積
極
活
用

調
査
・
設
計
の
品
質
確
保
、発
注
業
務
で
積
極
活
用

国
土
交
通
省
は
こ
の
ほ

ど
、
９
月
分
の
「
建
設
工

事
受
注
動
態
統
計
調
査
」

県
内
合
計
４
４
２
億
９
５
０
０
万
円

県
内
合
計
４
４
２
億
９
５
０
０
万
円

国
交
省

国
交
省 

９
月
統
計
調
査

９
月
統
計
調
査 

建
設
工
事
受
注
動
態

建
設
工
事
受
注
動
態

を
ま
と
め
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
業
者
所

在
都
道
府
県
別
受
注
高
で

奈
良
県
の
受
注
合
計
は
４

４
２
億
９
５
０
０
万
円
で

対
前
年
同
月
比
53
・
２
％

増
。
内
訳
は
元
請
受
注
高

が
３
２
３
億
７
８
０
０
万

円
で
65
・
９
％
増
（
う
ち

公
共
機
関
１
５
１
億
８
５

０
０
万
円
で
28
・
１
％
減
、

民
間
等
１
７
１
億
９
３
０

０
万
円
で
１
１
６
７
・
１

％
減
）、
下
請
受
注
高
が

１
１
９
億
１
７
０
０
万
円

で
26
・
８
％
増
と
な
っ
た
。
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災害防止の意識高揚災害防止の意識高揚
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奈
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建
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協
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佐
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笹
尾

　和
志

井
上
清
利

川
村

　淑
子

上
田

　重
郎

濱
岸

　満
吉

西

　
　健
太
郎

森
岡

　清
悟

北
脇

　良
泰

土
肥

　昌
彦

山
田

　
智

西
山
千
穂

今
西

　松
男

中
西

　
学

寺
脇

　
徹

川
上

　清
正

大
國
谷

　則
彦

大
内

　榮
三

会

長

副

会

長

　
〃

　

監

事

理

事

　
〃

　

　
〃

　

　
〃

　

　
〃

　

　
〃

　

　
〃

　

　
〃

　

　
〃

　

　
〃

　

　
〃

　

監

査

　
〃

　

顧

問

パトロール終了後に講評と安全講習を行った

辻井所長

現場の安全対策を確認現場の安全対策を確認

　奈良県宇陀建設業協会（佐々岡均会長）は去る　奈良県宇陀建設業協会（佐々岡均会長）は去る
14日、令和６年度「労働災害防止強化・現場安全14日、令和６年度「労働災害防止強化・現場安全
パトロール」を実施した。各地域役員と会員らのほパトロール」を実施した。各地域役員と会員らのほ
か、奈良労働局桜井労働基準監督署や奈良県県土マか、奈良労働局桜井労働基準監督署や奈良県県土マ
ネジメント部宇陀土木事務所ら関係機関との連携とネジメント部宇陀土木事務所ら関係機関との連携と
協力のもと、管内の現場を視察。建設現場を講評し、協力のもと、管内の現場を視察。建設現場を講評し、
安全講習会を実施することで労働災害防止や安全衛安全講習会を実施することで労働災害防止や安全衛
生の重要性を再認識し、より効果的な提案や新技術生の重要性を再認識し、より効果的な提案や新技術
などの情報を共有した。などの情報を共有した。

多
忙
な
中
の

参
加
に
感
謝

し
「
現
場
の

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ

ト
や
気
づ
い

た
事
な
ど
は

す
ぐ
に
共
有

し
安
全
衛
生

の
向
上
に
つ

な
げ
た
い
」

と
述
べ
、
安

全
に
関
す
る

新
技
術
な
ど

を
紹
介
し
た
後
、「
建
設

業
界
に
も
変
化
の
兆
し
が

見
え
て
い
る
。
外
見
が
変

わ
れ
ば
見
方
も
変
わ
る
が

イ
キ
イ
キ
と
働
く
我
々
の

姿
も
大
切
だ
と
思
う
。
希

望
、
綺
麗
、
カ
ッ
コ
イ
イ

と
業
界
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
イ

メ
ー
ジ
の
払
拭
に
繋
が
る

事
に
期
待
し
た
い
。
若
い

一
般
社

一
般
社

団
法
人

団
法
人

奈
良
県
宇
陀
建
設
業
協
会

奈
良
県
宇
陀
建
設
業
協
会

見
ら
れ
た
。
日
没
が
早
く

な
る
と
暗
が
り
で
見
え
づ

ら
く
な
る
の
で
転
倒
災
害

な
ど
に
注
意
し
て
頂
け
れ

ば
」
と
講
評
し
た
。

鈴
木
監
督
官
は
「
機
械

の
大
き
な
音
に
耳
栓
を
す

る
等
の
対
策
を
行
っ
て
い

た
。
後
は
現
場
の
管
理
に

注
意
を
払
っ
て
頂
け
れ
ば
」

と
講
評
し
続
い
て
安
全
講

習
に
入
り
、
先
月
末
に
公

表
さ
れ
た
労
働
災
害
発
生

状
況
を
確
認
し
「
建
設
業

の
災
害
発
生
数
は
減
少
傾

向
に
あ
る
が
桜
井
管
内
で

は
他
業
種
で
死
亡
災
害
が

１
件
発
生
し
て
い
る
。
経

験
か
ら
の
慣
れ
な
ど
が
油

断
に
つ
な
が
る
。
安
全
手

順
重
視
の
作
業
を
」
と
注

意
を
促
し
た
。

最
後
に
佐
々
岡
会
長
は
、

関係機関と連携 協力体制を強化関係機関と連携 協力体制を強化

当
日
は
、
桜
井
労
働
基

準
監
督
署
の
中
西
勇
貴
監

督
・
安
衛
課
長
と
鈴
木
達

也
労
働
基
準
監
督
官
を
は

じ
め
、
宇
陀
土
木
事
務
所

か
ら
辻
井
伸
治
所
長
、
北

峯
博
司
主
幹
、
井
村
英
彦

工
務
課
長
、
米
田
あ
き
ら

副
主
幹
ら
、
宇
陀
市
建
設

課
の
神
田
達
也
主
幹
や
駒

井
常
一
課
長
補
佐
、
東
吉

野
村
地
域
振
興
課
の
富
本

忠
寛
主
査
、
中
嶋
海
翔
技

師
補
、
御
杖
村
産
業
建
設

れ
た
現
場
で
学
ぶ
こ
と
が

多
い
と
感
じ
た
」。

中
村
課
長
は
「
冬
場
の

凍
結
に
ご
注
意
願
う
」。

上
田
課
長
は
「
資
材
も

き
っ
ち
り
と
ま
と
め
ら
れ

て
い
た
」
な
ど
と
講
評
。

中
西
課
長
は
「
法
面
か

ら
突
き
出
た
杭
に
リ
ボ
ン

を
巻
き
つ
け
注
意
を
促
す

な
ど
安
全
対
策
に
工
夫
が

っ
た
。

パ
ト
ロ
ー
ル
終

了
後
は
協
会
会

館
に
戻
り
講
評

と
安
全
講
習
会

を
行
っ
た
。

冒
頭
、
辻
井

所
長
は
「
労
働

災
害
を
回
避
す

る
に
は
、
現
場
に

携
わ
る
全
員
が

安
全
に
対
す
る

認
識
を
強
く
持

ち
続
け
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
、

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

か
ら
得
た
知
識
を
災
害
防

止
へ
の
向
上
に
繋
げ
て
頂

け
れ
ば
」
と
挨
拶
。

講
評
に
移
り
、
北
峯
主

幹
は
「
整
理
の
行
き
届
い

た
現
場
と
の
印
象
を
受
け

た
」。神田

主
幹
は
「
労
働
災

害
防
止
へ
の
意
識
の
高
さ

が
伺
え
た
」。

富
本
主
査
は
「
整
理
さ

パ
ト
ロ
ー
ル
と
講
習
約

パ
ト
ロ
ー
ル
と
講
習
約
3030
名
が
参
加

名
が
参
加

課
の
中
村
康
幸
課
長
と
登

隆
太
郎
課
長
補
佐
、
曽
爾

村
地
域
建
設
課
の
上
田
吉

宣
課
長
、杉
藤
宏
信
主
任
、

建
災
防
奈
良
支
部
の
藤
沢

猛
久
事
務
局
長
ら
が
参

加
。
宇
陀
建
設
業
協
会
か

ら
は
、
佐
々
岡
会
長
や
笹

尾
和
志
副
会
長
、
井
上
清

利
副
会
長
の
ほ
か
各
地
域

役
員
や
会
員
ら
約
30
名
が

参
加
し
た
。

今
回
の
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、

防
災
・
安
全
交
付
金
事
業

（
東
部
・
南
部
）

宇
陀
市
室
生
田
口

元
上
田
口
地
内
の

主
要
地
方
道
吉
野

室
生
寺
針
線
道
路

改
良
工
事
現
場
を

視
察
し
た
。

工
事
概
要
の
説

明
を
受
け
た
後
、

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

の
項
目
に
基
づ
き

安
全
衛
生
の
確
認

等
を
行
う
と
共
に

一
層
の
管
理
対
策

を
促
す
な
ど
安
全

意
識
の
高
揚
を
図

人
の
意
見
も
取
り
入
れ
、

時
代
に
取
り
残
さ
れ
る
こ

と
な
く
地
元
に
し
っ
か
り

と
根
付
い
た
業
種
と
し
て
、

安
全
で
衛
生
的
な
現
場
づ

く
り
に
励
ん
で
い
き
た
い
」

と
挨
拶
し
、
参
加
者
全
員

が
安
全
意
識
を
向
上
さ
せ

る
有
意
義
な
一
日
と
な
っ

た
。

佐々岡会長

中西課長鈴木監督官
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